
目次

１ 【情報共有】に関する事項 　　………………………………………………………………P.1

２ 【参加】に関する事項（市に事務局を置く団体が主催するものも含みます。）　　………P.8

① 市主催による市民参加事業の実施状況

② 市民説明会の実施状況

③ パブリックコメントの実施状況

④ ワークショップの実施状況

⑤ 市民アンケートの実施状況（市民活動団体へのアンケートも含みます）

⑥ 審議会委員等の公募状況

３ 【協働】に関する事項 　　……………………………………………………………………P.26

①－１ 町会・自治会等への金銭的支援の状況

①－２ 市民活動団体への金銭的支援の状況（町会・自治会等以外）

② 市民活動団体が主催する実行委員会などへの人的支援の状況

４ 【その他】関連事項　　………………………………………………………………………P.39

① 市政地区懇談会の実施状況

② 出前講座の実施状況

岩見沢市まちづくり基本条例取組状況
【令和７年度実施分】

令和８年７月

○昨年度調査からの追加、変更、廃止点について

新規（追加）事業については全朱書き、変更箇所については朱書きで記載しております。



 



-1-

岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【情報共有】に関する事項

市民への情報提供に係る取組状況

番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 R7担当課係

情報共有
1

「広報いわみざわ」の発行

市民の暮らしに欠かすことができない健康・福祉・教育などの生活情報や利
便情報の提供に加え、まちづくりのビジョンや課題など行政が持つ情報を積
極的に提示し、情報の共有による市民と行政の信頼関係を深め、市民が主
役の市民参加のまちづくりの実現をサポートする広報紙づくりを行っている。
（昭和２６年８月から）

毎月１日（年１２回）発行
配布は前月下旬

秘書課
広報室
広報係

情報共有
2

　
「いわみざわ暮らしナビ」の発行

転入者向けに、住まいと暮らし、出産・育児、学校・教育、健康・福祉・医療な
どの市の各種制度や施設案内などを広く紹介。

随時転入者に配付
秘書課
広報室
広報係

情報共有
3

「声の広報いわみざわ」録音配布
目の不自由な方を対象に「広報いわみざわ」の内容、市政の動向、まちの話
題などをＣＤに録音し配布している。

広報発行の都度
希望者に配布

秘書課
広報室
広報係

情報共有
4

広報いわみざわの点訳 目の不自由な方のために「広報いわみざわ」の内容を点訳し配布している。
広報発行の都度
希望者に配布

秘書課
広報室
広報係

情報共有
5

街頭放送による周知

ＩＨＫにより、街頭に設置したスピーカーで、「広報いわみざわ」の記事や市税
等の納入期日の周知、食中毒警報、土・日曜、祝日当番医周知、防災（火
災､大雨、暴風雪)情報などを街頭放送し、市政に関わる情報や市民生活に
必要な諸行事等をお知らせしている。（昭和２５年５月から）

月～土曜日の１日５回（５
～１０分）及び緊急性のあ
るものは随時

秘書課
広報室
広報係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（１）　情報共有の原則　市民、議会及び市長等は、まちづくりに関する情報を共有します。
　（情報共有）
第１８条　市民、議会及び市長等は、互いにまちづくりに関する情報を伝え合い、共有するものとします。
　（情報の提供及び公開）
第１９条　議会及び市長等は、その保有する市政に関する情報を適切な時期及び方法で、積極的かつ分かりやすく市民に提供しなければなりません。
２　議会及び市長等は、市民から情報公開の請求があったときは、別に定める条例の規定により公開するものとします。
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番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 R7担当課係

情報共有
6

ＦＭはまなすによる周知

市の施策や行事のＰＲ用として、「いわみざわ市政だより」や新たな制度、事
業を特集番組で市民周知のほか、行事案内、講座の募集など、月１回発行
の広報との時差を補うリアルタイムの情報を随時提供している。また、災害・
緊急時の場合は随時放送を行う。（平成８年度から）

随時
秘書課
広報室
広報係

情報共有
7

岩見沢市ホームページの運用
市民にわかりやすく、市政の概況や動向、行事などの情報を提供するととも
に、緊急情報なども随時提供するなど、適正かつ円滑な情報発信を行って
いる。（平成１０年５月開設）

随時
秘書課
広報室
広報係

情報共有
8

デジタルサイネージの運用

公共施設に設置している 情報配信モニター、デジタルサイネージ（１２  ９施設
２１  １８カ所）を利用し、市民にとって必要な生活・行政情報を発信する（ 情報
 配信モニターは平成３０年１０月開始、デジタルサイネージは令和４年1月開
始）

随時
秘書課
広報室
広報係

情報共有
9

岩見沢市
X（旧ツイッター）、フェイスブック、インス
タグラム、LINEの運用

イベント情報や選挙速報、災害情報や気象情報など、即時性の高い情報を
ツイッターなどのSNSを活用し、タイムリーな情報発信を行っている。
X（旧ツイッター）は平成２４年８月から、フェイスブックは平成２４年１１月か
ら、インスタグラムは令和２年８月から、LINEは令和４年７月から運用開始）

随時
秘書課
広報室
広報係

情報共有
10

さまざまな電子媒体の活用

「広報いわみざわ」などの印刷物をスマートフォンなどで利用できるアプリや
インターネットで閲覧できるよう、さまざまな電子媒体を活用し情報発信を
行っている。
・アプリ「マチイロ（旧名称：i広報紙）」（平成２７年２月開始）
・電子書籍ポータルサイト「Hokkaido ebooks」（平成２７年２月開始）
・電子書籍ポータルサイト「北海道の広報まるごと検索くん」（平成２７年６月
開始）
・広報記事テキスト提供サイト「マイ広報紙」（平成２９年１月開始）
・アプリ「Domingo」（平成２９年２月開始）

広報等発行の都度
秘書課
広報室
広報係

情報共有
11

岩見沢市役所国際交流
フェイスブックページの運用

岩見沢市の国際交流の取り組みについて、行事の紹介や募集案内、また姉
妹都市訪問時の情報提供を行っている。
（平成２５年４月運用開始）

随時配信（配信時間は原
則勤務時間中）

総務課
総務係
（国際交流担当）
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番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 R7担当課係

情報共有
12

情報公開コーナーの開設

市政の内容や事業などについて、より深く理解を得られるようにするため、市
議会の議案や予算書・決算書、入札調書、市の発行した刊行物のほか、国・
道の発行した刊行物など各種資料を取りそろえ、誰でも自由に閲覧すること
ができるように市役所本庁、北村支所、栗沢支所及び有明交流プラザにコー
ナーを設置し配架している。
（市役所本庁及び有明交流プラザ（当初はコミュニティプラザ内）は平成１１
年６月開設、北村支所及び栗沢支所は平成１９年５月開設）
【参考：配架ファイル数】
R6年度末時点：5,143件 ⇒ R7年度末時点：5,270件
※ R8調査から、件数の考え方を「冊数」ベースから「件数」ベースに変更。
 本庁　639 冊、北村支所　394 冊、栗沢支所　358 冊、　有明交流プラザ
 309 冊

開庁時間と同じ
総務課
文書法制係

情報共有
13

情報公開制度

市民参加の開かれた市政の実現を図るために、市民や岩見沢市に通勤・通
学している方などの請求に応じて、市が保有する文書などを公開している。
（平成13年4月に要綱を施行し、制度開始。平成14年12月条例施行）
【参考令和7 6年度請求件数9 11件】

原則、請求書を受理した
日の翌日から起算して１４
日以内に決定

総務課
文書法制係

情報共有
14

個人情報保護制度

市では、多くの個人情報を保有しているが、その情報を適正に管理し、市民
のプライバシーが侵害されないようにするための仕組みとして、個人情報保
護制度を定めている。その中で、自分に関する個人情報（自己情報）を見た
いときの開示や事実と異なる記録があるときの訂正を求める権利など、「自
己に関する情報をコントロールする権利」を保証している。
（平成１６年１月に条例を施行し、制度開始。令和５年４月からは各自治体の
条例ではなく「個人情報の保護に関する法律」に基づく取扱いに一元化。）
【参考：令和7 6年度請求件数3 6件】

原則、請求書を受理した
日の翌日から起算して１４
日以内に決定

総務課
文書法制係

情報共有
15

岩見沢市メールサービス
各種行政サービスの充実を図るとともに、安全安心なまちづくりの推進を図
るため、電子メールにより防災・防犯情報や行政情報の配信を行っている。
（平成２２年度から運用）

随時配信
（原則として開庁時間内）

防災対策室
防災対策係

情報共有
16

緊急告知FMラジオの普及
市民の生命や身体、財産の保護のため、災害緊急事態等が発生や発生す
る恐れがある場合に、非常放送等を通じて災害緊急事態等に関する情報を
提供している。（平成２５年度から運用）

災害時
毎月第三月曜日に
定期試験放送を実
施

防災対策室
防災対策係

情報共有
17

岩見沢市公式YouTubeチャンネルの運
用
 岩見沢市ホームページ内

市内で開催されるお祭りなどのイベントの様子やＩＣＴを活用した岩見沢市の
取組みについて撮影・編集を行い、動画を公開している。（平成２４年度から
運用開始）

随時配信
情報政策課
情報化推進係
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番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 R7担当課係

情報共有
18

岩見沢市ライブカメラの運用

早期防災対策、1年を通した天候確認、農業利用、観光周遊の促進などを目
的に、市内6箇所にライブカメラ（静止画像）を設置し、岩見沢市ホームペー
ジ等で画像を公開している。また、令和5年12月から市内2箇所にライブカメ
ラ（動画）を追加設置し、岩見沢市公式YouTubeチャンネルやデジタルサイ
ネージ上でライブ配信の映像を公開している。

随時
情報政策課
情報化推進係

情報共有
19

岩見沢市公開型ＧＩＳ（いわまっぷ）の運用
岩見沢市の行政情報や地域情報をインターネットを通じてわかりやすく提供
する（令和5年10月から運用開始）。

随時
情報政策課
情報化推進係

情報共有
20

手話の啓発パンフレットの発行

平成３０年４月の手話言語条例施行後、手話の普及啓発を図るため、パンフ
レットを発行し、市内の主要な施設やイベント等で配付している。令和７年１
０月には、こどもたちへの普及啓発を目的としてパンフレットを更新。岩見沢
ろうあ協会の協力を得ながら、よりわかりやすい表現や構成とした。
 令和元年5月に手話の簡単なあいさつや指文字を掲載した携行用パンフレッ
 トを発行し、市内の主要な施設やイベント等で配付している。

随時
福祉課
障がい者福祉係

情報共有
21

子育てポータルサイトの運用
こどもの成長やライフステージ、目的に応じて必要な情報が得られやすいよ
う、令和6年10月に子育てポータルサイトをリニューアルし、積極的な情報発
信に努めている。

随時

こども未来課
こども家庭センター
こども・子育て応援
係

情報共有
22

岩見沢市まちづくり基本条例パンフレッ
ト及び逐条解説書の発行

まちづくりを推進していくための基本的ルールを定めた「岩見沢市まちづくり
基本条例」の概要を紹介するため、パンフレットと逐条解説書を製作し、市内
の主要な施設や各学校などに配布している。（パンフレットは一般用、中高
生用、小学生用を制作）

 随時不足した時には増刷
市民連携室
市民連携係

情報共有
23

いわみざわ男女共同参画マガジン「ア・
ライク」の発行

男女共同参画社会の実現に向けて、市民に対する啓発と情報提供を行うこ
とを目的とした男女共同参画情報誌を発行している。（平成１６年度から年１
回発行）

年１回発行（おおよそ３月
～４月発行）

いわみざわ男女共
同参画プラン推進
市民会議による編
集委員会で作成

市民連携室
市民連携係

情報共有
24

男女共同参画啓発冊子「男女共同参
画社会の実現 わたしたちの「これか
ら」をよりよくするために」（小学生向け）
の発行

男女共同参画社会の実現について、こどもたちにわかりやすく伝えるため
に、小学生向けのマンガ冊子を作成し、毎年市内小学校5年生や出前講座
時に配布している。

年1回配付（おおよそ7月
頃配布、小学校5年生対
象）、出前講座時

北海道教育大学岩
見沢校の協力によ
り作成

市民連携室
市民連携係

情報共有
25

ごみ情報紙　Think ECOの発行
ごみの適正排出や減量化について更なる理解を深めてもらうための情報誌
の発行を行っている。

町内会への回覧
不定期
 １～２か月に一度

廃棄物対策課
廃棄物対策係

情報共有
26

SNSの運用
 観光フェイスブックの運用

観光物産に係る施設紹介やイベント情報  事業ＰＲ、実施状況について情報
提供を行っている。 （平成２６年度から運用開始）

随時配信
岩見沢市観光協会
が運営

観光物産振興課
観光振興係
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番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 R7担当課係

情報共有
27

観光PRコーナーの設置
岩見沢市観光協会にて、観光パンフレット等の配架や、特産品の販売を行
い、訪れた観光客に対して案内を行っている。

岩見沢市観光協会の営
業時間内

岩見沢市観光協会
が運営

観光物産振興課
観光振興係

情報共有
28

岩見沢観光パンフレット発行
岩見沢市内の主な観光資源、物産、特産、祭りを紹介するため、パンフレット
を製作し、市内の主要な施設に配布している。

随時
不足した時には増刷

観光物産振興課
観光振興係

情報共有
29

ホームページによる水道関連の各種情
報の公開

水道部が発信する情報をホームページ上に掲載し、随時、内容の追加や削
除、修正等を行い、迅速かつ正確で分かりやすく情報を公開している。（平成
１８年度から運用開始、平成２７年度から市ホームページ内の共通フォー
マットに統合）

随時更新
水道部業務課
管理係

情報共有
30

市議会ホームページの更新

議会開催日程や結果、議員の紹介、議長交際費など、議会に関する情報を
提供している。
（平成２０年度から運用開始、平成２６年度から市ホームページ内の共通
フォーマットに統合）

随時更新
議会事務局
総務議事係

情報共有
31

市議会本会議、常任委員会及び特別委員会の会議録公開

本会議、常任委員会及び特別委員会の会議録を市民へ知らせるため、情報
公開コーナーでの閲覧及びインターネット上で閲覧できる会議録検索システ
ムへの掲載している。
（会議録検索システム：平成１３年度から運用開始。常任委員会及び特別委
員会会議録は平成２７年第２回定例会分より掲載開始）

会議録の調製後
議会事務局
総務議事係

情報共有
32

議会中継

本会議を市役所本庁に設置のモニターにて生中継を行っている。（平成１６
年１２月より運用開始）
また、インターネットを利用した議会中継を実施している。（平成２８年６月よ
り運用開始）

本会議開催時
議会事務局
総務議事係

情報共有
33

議会開催ポスターの掲示
定例会の開催日程について広く市民に知らせるため、市内公共施設等８８
 ８３か所にポスターを掲示している。（平成２６年第２回定例会より）

通年掲示依頼
議会事務局
総務議事係

情報共有
34

 岩見沢市議会フェイスブックの運用
議会開催日程や結果など、議会に関する情報を提供している。
（令和３年３月から運用開始）

随時
議会事務局
総務議事係
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番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 R7担当課係

情報共有
35

「岩見沢市の教育」の発行
市の教育行政の概要について、市民や関係団体に周知するため、冊子を発
行している。

８月下旬
学校教育課
総務係

情報共有
36

教育広報「いわみざわ市の教育」
の発行

市の教育に関わるイベントや団体の紹介、取材した内容や啓発といった情
報を市民に情報発信するため、教育広報を発行している。（平成１８年度か
ら開始。令和６年度より、紙面発行から市ホームページにて電子版で公開す
る方法に変更）

年３回
学校教育課
総務係

情報共有
37

岩見沢市教育委員会
ホームページの運用

市の教育行政情報に関して円滑な情報提供を行っている。
（平成２６年度から市ホームページ内の共通フォーマットに統合）

随時
学校教育課
総務係

情報共有
38

岩見沢市教育委員会
X（旧ツイッター）、フェイスブック、インス
タグラムの運用

市の教育の話題やイベント情報のほか、取材したことなどに関して円滑な情
報提供を行っている。
X（旧ツイッター）は平成２３年度、フェイスブックは平成２５年度、インスタグラ
ムは令和７年度から運用開始）

随時
学校教育課
総務係

情報共有
39

岩見沢市スポーツ事業
ホームページ、フェイスブック、X（旧ツ
イッター）、インスタグラムの運用

ホームページや岩見沢市教育委員会のフェイスブック、X（旧ツイッター）、イ
ンスタグラムを通じ、スポーツに関する各種イベントのPRおよび実施後の発
信を行っている。

随時
生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

情報共有
40

岩見沢市文化事業
ホームページ、フェイスブック、X（旧ツ
イッター）、インスタグラムの運用

ホームページや岩見沢市教育委員会のフェイスブック、X（旧ツイッター）、イ
ンスタグラムを通じ、文化事業に関する各種イベントのPRおよび実施後の発
信を行っている。

随時
生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

情報共有
41

岩見沢市生涯学習事業
ホームページ、フェイスブック、X（旧ツ
イッター）、インスタグラムの運用

ホームページや岩見沢市教育委員会のフェイスブック、X（旧ツイッター）、イ
ンスタグラムを通じ、生涯学習事業に関する各種イベントのPRおよび実施後
の発信を行っている。

随時
生涯教育課
生涯学習推進係

情報共有
42

岩見沢市郷土科学館事業
ホームページ、フェイスブック、X（旧ツ
イッター）、インスタグラムの運用

ホームページや岩見沢市教育委員会のフェイスブック、X（旧ツイッター）、イ
ンスタグラムを通じ、郷土科学館事業に関する各種イベントのPRおよび実施
後の発信を行っている。

随時
生涯教育課
郷土科学館

情報共有
43

岩見沢市立図書館
ホームページの運用

岩見沢市立図書館の利用方法やイベントの案内、蔵書検索、図書の予約を
行っている。
（平成１３年５月から運用開始）

随時
図書館
図書係

情報共有
44

岩見沢市立図書館
X（旧ツイッター）、フェイスブックの運用

岩見沢市立図書館のイベント情報のほか、臨時休館等の情報提供を行って
いる。
（平成３１年２月から運用開始）

随時
図書館
図書係
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番号 件名 趣旨　・　内容 提供時期等 備考 R7担当課係

 テレホンサービス「救急当番医ガイド」
 土・日曜日、休日の当番医情報を誰でも利用できる電話サービス（24時間自
 動音声による対応）として提供している。（昭和５３年５月から）

 土・日曜日、祝日の前日
 から提供

 秘書課
 広報室
 広報係

 地デジ広報の運用
 地上デジタル放送のデータ放送を活用し、ホームページのお知らせ・募集に
 掲載した記事を表示させ、パソコンやスマートフォンなどを使わない方に向け
 た情報発信を行っている。（平成３０年１月開始）

 随時
 秘書課
 広報室
 広報係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【参加】に関する事項

①市主催による市民参加事業の実施状況

番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加①
1

姉妹都市ポカテロ中高生訪問団
派遣

将来有望な国際的人材の育成、姉妹都市交流の更
なる発展を目指すことを目的に、姉妹都市である米
国アイダホ州ポカテロ市に中高生を派遣。（昭和６０
年度から継続事業）

R7未実施（R8
実施予定）
 R6.7.26～
R6.8.10

米国アイダホ州ポ
カテロ市

市広報、HP、国際
交流フェイスブッ
ク、市内の中学校、
高校へのチラシ・ポ
スターの配付及び
一斉メール

10
総務課
総務係
（国際交流担当）

参加①
2

姉妹都市キャンビー中高生訪問
団派遣

将来有望な国際的人材の育成、姉妹都市交流の更
なる発展を目指すことを目的に、姉妹都市である米
国オレゴン州キャンビー市に中高生を派遣。（平成元
年度：旧栗沢町から継続事業）

※休止中
総務課
総務係
（国際交流担当）

参加①
3

姉妹都市ポカテロ大人の訪問団
派遣

姉妹都市交流の更なる発展を目指すことを目的に、
姉妹都市である米国アイダホ州ポカテロ市に派遣。
毎年、中高生を派遣していたが、姉妹都市提携40周
年を迎え、周年行事として大人の訪問団を派遣。

R7.7.5～R7.7.12
米国アイダホ州ポ
カテロ市

市広報、HP、国際
交流フェイスブッ
ク、市内の中学校、
高校へのチラシ・ポ
スターの配付、報
道機関への取材依
頼

4
総務課
総務係
（国際交流担当）

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加①
4

多文化理解講座

多文化理解や外国人住民と日本人住民との相互交
流の一助とするため、市内在住の外国人の方を講
師に出身国の文化や料理を紹介。（平成８年度から
継続事業）

　
①料理教室(10/11)
②料理教室(2/28)
③「もしもポカテロ
に行ったら？仮想
旅行（バーチャルツ

アー）」
（11/16～3/17）

 ①料理教室（9/21）
 ②料理教室

 （2/15）
 ③「もしもポカテロ
 に行ったら？仮想
 旅行（バーチャルツ

 アー）」
 （11/20～3/21）

①②岩見沢市生涯
学習センターいわ
なび
③市役所本庁舎
会議室3-1
 ①②③共に
 岩見沢市生涯学習
 センターいわなび

市広報、国際交流
フェイスブック、市
内小学校へのチラ
シ・ポスターの配布

43 65
①14 15
②14 15
③15 35

総務課
総務係
（国際交流担当）

参加①
5

市民参加による防災訓練

体験型の各種訓練に参加することにより、防災・減
災に必要な知識・技能を身につけ、地域防災力の向
上と市民の防災意識の高揚を図るため、防災訓練を
開催。
（平成１７年度から実施）

R7.7.26
R6.8.3

日の出小学校
 東小学校

対象地域への町会
回覧等

90
150

防災対策室
防災対策係

参加①
6

スマートフォン講習会

高齢者を含めたインターネットの利用が得意としない
住民のデジタル活用の不安解消に向けたスマート
フォンの基本操作や各種アプリの使い方、オンライン
行政手続等の講習会を実施。

R7.4.22～
R8.3.25

（23講座）
 R6.4.22～
R7.3.24

 （14講座）

市役所、岩見沢市
生涯学習センター
いわなび、健康ひ
ろば、ほっとかん、
北村支所、栗沢支
所、春日連合会
館、上幌向地区多
目的研修会館、見
晴町内会館、やま
と町内会館、利根
別第3町内会館、
コープさっぽろ岩見
沢東店、コープさっ
ぽろ岩見沢南店
 まなみーる市民会
 館、高齢者福祉セ
 ンター、ふれあい広
 域総合福祉セン
 ター、コミュニティプ
 ラザ

広報、HP掲載
240
134

（累計）

情報政策課
情報化推進係

参加①
7

"社会を明るくする運動"～犯罪
や非行を防止し、立ち直りを支え
る地域のチカラ～

すべての市民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人
たちの更生について理解を深め、それぞれの立場に
おいて力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を
築いていくため、啓発用ティッシュの配布等、普及啓
発活動を開催。（全国的に昭和２６年度からの継続
事業）

R7.7.1～
R7.7.31
 R6.7.1～
R6.7.31

JR駅前（岩見沢、
幌向、上幌向各
駅）、
北海道グリーンラン
ド

広報、
ポスター掲示、
看板の設置
街頭啓発

36
27

・法務省主唱
・参加者数は岩見
沢市推進委員会構
成団体（46 47団
体）から同運動へ
の協力者の延べ人
員（概数）

福祉課
総務係
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加①
8

手話出前講座どこでも手話
ろうあ者等への配慮を学び、簡単な手話を体験する
講座を地域の町内会等で実施している。

6回
 4回

-
HP、情報配信モニ
ター、各イベントで
のチラシ配布

65
70

福祉課
障がい者福祉係

参加①
9

いわみざわハート＆アート

障がい者の自己表現や社会参加の機会を増やし、
障がいのある人とない人との相互理解を深めるた
め、障がい者を含めた市民が制作したアート作品を
広く公開。

R7.11.6～
R7.11.10
 R6.10.3～
R6.10.7

岩見沢市民会館・
文化センター　展示
室

広報、ＨＰ掲載、チ
ラシ配布

来場者数
729

1,147

展示作品数220
216点

福祉課
障がい者福祉係

参加①
10

いわみざわアートアカデミー

障がいのある人の学校卒業後の学びの場として、北
海道教育大学岩見沢校の協力のもと芸術鑑賞、創
作等について学ぶ講座を開催した。また、北海道岩
見沢高等養護学校に協力いただき、会場に来ること
が困難な方を対象とした出前講座を実施。

創作体験・創作
学習会

R7.10.8、15
 R6.10.9、16

芸術鑑賞学習
会

R7.10.29
R6.10.30
出前講座
R7.10.29
R6.11.18

岩見沢市生涯学習
センターいわなび
研修室5・6
北海道教育大学岩
見 沢 校 シ ア タ ー
ル ー ム 、 森 の 岩
ギャラリー
北海道岩見沢高等
養護学校

ＨＰ掲載、チラシ配
布

講座参加
者

19 12
出前講座
参加者

6 5

展示作品数214 90
点

福祉課
障がい者福祉係

参加①
11

健康まつり

市民の健康に対する意識と関心を高めるため、さま
ざまな健康づくりの基本を盛り込み、健康で笑顔あ
ふれるまちづくりを推進する「健康まつり」を開催。
（昭和５２年度からの継続事業）

R7.9.24～R7.9.28
 R6.9.25～R6.9.29

いわみざわ健康ひろ
ば
であえーるホール
であえーる岩見沢
ひなた広場

広報、ＨＰ掲載
ポスター掲示
チラシ配布及び新
聞折込等

713
672

主催は市と「いわみ
ざわ健康まつり実
行委員会」

健康づくり推進課
健康経営係・健康
支援係

参加①
12

保育サービス講習会

ファミリー・サポート事業（こどもの預かりを受けたい
人（利用会員）と援助を行いたい人（提供会員）を募
集し、会員相互の子育て援助活動の連絡・調整を行
う。）を支援する提供会員を養成するため、講習会を
開催。

第1回
R7.6.2～
R7.6.18
 R6.6.3～
R6.6.19
 第2回

 R6.11.7～
R6.11.15

であえーる岩見沢
市教育委員会

広報、 フェイスブッ
 ク、
ポスター掲示

第1回
4
11

 第2回
5

こども未来課
こども家庭センター
こども・子育て応援
係

-10-
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加①
13

おしゃべりルーム
「ばぶばぶ」「とことこ」

妊婦や初めて子育てをしている親への支援や情報
提供、各種の相談に対応するため、年齢期にあわせ
た事業を開催。

ばぶばぶ
24回

とことこ
22回

こども家庭センター
広報、HP掲載、チ
ラシ配布、ポスター
掲示

ばぶばぶ
533
427

とことこ
473
623

こども未来課
こども家庭センター
相談・支援担当

参加①
14

リフレッシュ支援事業

子育て中の親が仕事や家事・育児による疲れやスト
レスをためることなく、こどもと良い関係を築くため、
リフレッシュタイムの一環として託児を設けたリフレッ
シュの場の提供。
令和63年度は「リラクゼーション＆リフレッシュヨガ講
座」を開催。

R7.8.29
R6.8.30 であえーるホール

こども家庭センター

広報、HP掲載、チ
ラシ配布、ポスター
掲示

18
14

こども未来課
こども家庭センター
相談・支援担当

参加①
15

パパといっしょ
日ごろ、こどもと接することの少ない父親が、こどもと
のコミュニケーションを図り親子の絆を深めるため、
こどもと楽しく過ごすための遊びの機会を提供。

R7.12.7
R6.12.1

こども家庭センター
広報、フェイスブッ
ク

74
75

こども未来課
こども家庭センター
相談・支援担当

参加①
16

青空広場

家庭で子育てしている親子を対象に、密室育児によ
る孤立感や精神的負担感を解消し、青空のもとでこ
どもを遊ばせながら日頃抱えている不安や悩みなど
について気軽に相談が出来るよう公園を利用した相
談・交流支援事業を開催。

R7.6.16
R6.6.17 いわみざわ公園

広報、HP掲載、チ
ラシ配布、ポスター
掲示

51
62

こども未来課
こども家庭センター
相談・支援担当

参加①
17

男女共同参画市民フォーラムin
いわみざわ

男女共同参画の推進のため、市民に対する啓発を
目的としたフォーラムを開催。（平成１７年度から継続
事業）

R7.6.22
R6.6.29

岩見沢市自治体
ネットワークセン
ター

広報、HP、チラシ配
布、ポスター掲示

70
いわみざわ男女共
同参画プラン推進
市民会議との共催

市民連携室
市民連携係

参加①
18

ステップアップ講座

男女共同参画社会の実現のため、女性への啓発及
び女性リーダー育成を目的として講座を開催。（平成
２０年度からの継続事業）※平成２９年度以降は受
講対象を男性にも拡大

①R7.9.30
②R7.10.21
 ①R6.10.8
 ②R6.10.29

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP、チラシ配
布、ポスター掲示

①22
28

②27

いわみざわ男女共
同参画プラン推進
市民会議との共催

市民連携室
市民連携係

参加①
19

男女共同参画川柳コンテスト
男女共同参画を推進し、その趣旨を広め、関心を高
めることを目的としてコンテストを開催。（平成28年度
からの継続事業）

募集期間
R7.4.1～
R7.5.7

 R6.4.1～
R6.5.7

R7.6.20～R7.6.30
 R6.6.21～R6.7.1
受賞作品を展示
市役所本庁舎、イ
オン岩見沢店、で
あえーる岩見沢

広報、HP、チラシ配
布、ポスター掲示

27
75作品

33
 82作品

いわみざわ男女共
同参画プラン推進
市民会議との共催

市民連携室
市民連携係

参加①
20

サケの稚魚放流壮行会
前年１２月から市内の保育所や学校、事業所などで
体長５㎝前後に育てた稚魚を、幾春別川に戻ってく
ることを願い放流。（平成４年度からの継続事業）

R7.4.15
R6.4.16

若松町幾春別川
左岸　親水広場

サケ稚魚飼育者に
対し案内送付

約400

幾春別川をよくする
市民の会と岩見沢
商工会議所青年部
の共催

環境保全課
環境保全係
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加①
21

利根別川クリーングリーン作戦
市内を流れる利根別川周辺の環境美化のため、市
民の参加による散策と清掃を開催。（平成３年度から
の継続事業）

R7.5.17
R6.5.18

はぎぞの緑地
広報、Faceboook
市ホームページ
FMはまなす、ＩＨＫ

約1,000

岩見沢市と利根別
川をきれいにする
市民の会の共催

環境保全課
環境保全係

参加①
22

環境美化の日活動
いわみざわ環境週間に、国で定める環境月間である
6/1～6/30を合わせて、各事業所等で自主的に環境
美化活動を実施

R7.6.1～7.7
 R6.6.1～7.7

広報、市ホーム
ページ

1,186
環境保全課
環境保全係

参加①
23

環境美化標語の募集・表彰
市内小・中学校の小4、小6、中2の3区分で募集、表
彰

R7.11.24
R6.12.21

岩見沢市役所 対象者に郵送 730
環境保全課
環境保全係

参加①
24

ふれあいメンテナンス
幾春別川沿いのハマナスの植え込み、ポプラ並木の
剪定等を実施

R7.6.10
R7.8.26
R7.10.6
R6.6.11
R6.9.3

R6.10.17

幾春別川沿い 対象者に郵送 約310
幾春別川をよくする
市民の会

環境保全課
環境保全係

参加①
25

サケバスツアー
サケの生態や川の保全の重要性等について見学会
を実施

R7.9.12
岩見沢市→南幌町
→千歳市

会員へ郵送 約30
幾春別川をよくする
市民の会

環境保全課
環境保全係

参加①
26

桜並木メンテナンス 利根別川沿いの桜並木の剪定等を実施
雨天中止
R6.10.15

千本桜並木 対象者に郵送
利根別川をきれい
にする市民の会

環境保全課
環境保全係

参加①
27

リユースフェスタ
「衣類のくるくる市」

岩見沢市一般廃棄物処理基本計画のなかで「7つの
ごみ減量化行動（7Ｒ）」のひとつに掲げている「再利
用（リユース）」の取り組みを推進し、ごみの減量や
再資源化の推進のため、「ごみと環境を考える市民
の会」、「ごみのよりよい始末を進める市民会議」と市
の協力により、リユースフェスタ「衣類のくるくる市」を
開催。

R7.11.15
R6.4.27

いわみざわ健康ひ
ろば

広報、町会回覧、
各種団体の会報
誌、チラシ配布など

156
235

廃棄物対策課
廃棄物対策係

参加①
28

リユース自転車の抽選販売会

岩見沢市一般廃棄物処理基本計画のなかで「7つの
ごみ減量化行動（7Ｒ）」のひとつに掲げている「再利
用（リユース）」の取り組みを推進し、ごみの減量や
再資源化の推進のため、リユース自転車の抽選販
売会を開催。

R7.7.26
R6.6.22

まなみーる・市民会
館

広報、町会回覧、チ
ラシ配布など

241
廃棄物対策課
廃棄物対策係
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加①
29

ふれあい水ひろば

８月の「水の週間」に合わせ、水の大切さや水資源
開発の重要性について、市民の関心と理解を深める
ため、岩見沢市の上下水道事業をはじめ、桂沢ダ
ム、桂沢浄水場、南光園処理場等の取組みを紹介。
（平成３０年度から実施）

R7.8.6
R6.8.7

　いわみざわ健康
ひろば　バススペー
ス

市広報、ＨＰ掲載、
チラシ配布、フェイ
スブック

約200
 約300

水道部業務課
管理係

参加①
30

市民向け学校給食試食会

食育の一環として、学校給食の意義や役割等につい
て、市民の理解と関心を高める。また、開かれた学
校給食の取り組みをとおし、市民に親しまれる学校
給食運営の推進や家庭での正しい食生活に関心を
持ってもらう。

①R7.7.25
②R7.9.30
③R8.1.30
 ①R6.6.24
 ②R6.10.17

岩見沢市立学校給
食共同調理所
 であえーる岩見沢

広報、HP掲載、プ
レスリリースなど

①12
②9
③19
 ①21
 ②24

試食費として、一人
あたり400 300円を
徴収

学校給食課
管理係

参加①
31

学校給食展

食育の一環としての学校給食の意義、役割等につい
て児童生徒や教職員、保護者、市民により多くの
人々の理解と関心を高め、開かれた岩見沢市の学
校給食のより一層の充実発展を図ることを目的とし、
家庭での正しい食生活に関心を持ってもらうため給
食展（であえーる岩見沢で給食のパネル展、 調理所
 で無料試食会）を開催する。

R7.11.26～
R7.12.4

 R7.1.22～
R7.1.29

であえーる岩見沢
 岩見沢市立学校給
 食共同調理所

広報、HP掲載、プ
レスリリースなど

17（試食
会）

 30（無料
 試食会）

試食会はR7.11.26
に実施。試食費とし
て、一人あたり400
円を徴収。
 無料試食会は
 R7.1.22に実施

学校給食課
管理係

参加①
32

市民歩け歩け大会

自然に親しみながら歩くことを通じて、健康づくりや
体力づくりを推進するとともに、参加者同士のふれあ
いと親睦の輪を広げ、明るく豊かな市民生活を送る
ことを目的として開催。（昭和３９年度から継続事業）

R7.6.7（中止）
R7.9.13
R7.10.4
R6.5.25
R6.7.27

 R6.10.19（中止）

いわみざわ公園周
辺
市街地周辺
 栗沢支所周辺

広報、HP掲載、プ
レスリリース

40
39

生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

参加①
33

楽しいキッズスポーツ教室

こどもたちにスポーツの楽しさを知ってもらい、こども
の体力向上につなげることを目的に、様々なスポー
ツ、遊びを体験できる教室を開催。（平成２３年度か
ら継続事業）

R7.5.17～
R7.12.6

 R6.5.18～
R7.3.15

全6 10回（土曜
日）

教育大学岩見沢校
第3体育館 ほか

募集チラシの配布
及び申込書の取り
まとめ協力を市内
各小学校へ依頼

127
135

参加者数は事前申
込み人数

生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

参加①
34

岩見沢市ことぶき学園
新たな仲間づくりと生きがいの創造を通じて積極的
な社会参加意識の高揚を図るため開催。

R7.7.17
R7.7.24
R7.8.7
R7.8.21
R7.9.2
R6.7.18
R6.8.8
R6.8.29
R6.9.12
R6.10.3

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

118
152

当初開催予定
.5月～10月

生涯教育課
生涯学習推進係
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加①
35

栗沢長寿大学
新たな仲間づくりと生きがいの創造を通じて積極的
な社会参加意識の高揚を図るため開催。

【オンライン】
R7.7.17、

R7.7.24、R7.8.7
【生涯学習セン
ター】R7.8.21、

R7.9.2
R6.7.23
R6.8.6
R6.8.27
R6.9.10
R6.10.1

栗沢市民センター
広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

31
58

当初開催予定
.5月～10月

生涯教育課
生涯学習推進係

参加①
36

みんなで教育を考える日

社会を取り巻く問題等について、ひとりでも多くの市
民が共に考え、取り組む機運の高揚を図ることを目
的として、教育に関わる各種団体が連携して企画を
検討して開催。

R7.11.8
R6.11.9

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

38
44

当初開催予定
10月

生涯教育課
生涯学習推進係

参加①
37

いわみざわ市民大学
市民の多様化する学習ニーズに対応するとともに、
受講者の主体的な学習意欲とまちづくりへの積極的
な参画意識の高揚を図るため開催。

R7.8.6～
R7.10.18
（全5回）
 R6.7.31～
R6.10.15
 （全5回）

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

104
192

生涯教育課
生涯学習推進係

参加①
38

いわみざわチャレンジスクール
こどもたちの休日をより有意義なものとし、学習活動
や体験活動を通じ、豊かな心と健やかな体を育み、
個々の「生きる力」の高揚を図るため開催。

Ｒ7.7.12～
Ｒ8.1.31
（9回）

 Ｒ6.6.8～
 Ｒ7.3.1
 （11回）

岩見沢市生涯学習
センターいわなび
ほか

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

142
290

生涯教育課
生涯学習推進係

参加①
39

家庭教育学級

家庭教育に関する基礎理解や心身の発達の特徴や
健やかな成長のための家庭教育のあり方について
学習し、家庭教育の充実に努めることを目的として
開催。

R7.5.25
R7.6.18
R7.8.30
R8.1.31
R8.3.18

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

56
生涯教育課
生涯学習推進係
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加①
40

家庭教育指導者育成講座

身近な地域で家庭教育や子育て支援できる指導者
を育成するため、家庭教育支援に関する実践的な研
修を開催。また、育成講座で学んだ知識や技術、個
人が有する資格等をいかし、家庭教育支援に関する
実践的な研修及び実践的な活動を推進する。

R7.9.17
 Ｒ6.11.20

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

8
11

生涯教育課
生涯学習推進係

参加①
41

家庭教育指導者活用事業

子育て中の親子の相互関係を深め、親がゆとりを持
ち笑顔で子育てできるよう支援するため、家庭教育
指導者育成講座で学んだ知識技術や、個人が有す
る資格等を生かし、家庭教育・子育て支援に関する
実践的な学習を開催。

Ｒ7.7.22
R7.10.24
R7.12.20
R6.9.25
R6.10.25
R6.12.22
R7.3.19

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

68
61

生涯教育課
生涯学習推進係

参加①
42

育児サークルサポート事業
子育て支援として、育児サークル活動の場の提供と
学習活動に対する支援を開催。

通年
岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

81
92

生涯教育課
生涯学習推進係

参加①
43

「いわなび」サロン講座
学習成果を生かせる場として、市民自らが講師とな
り、趣味、趣向に関する講座を開催。

R7.12.13
R7.12.20
(1講座)
R6.11.29
 ～R7.3.1
 （3講座）

岩見沢市生涯学習
センターいわなび

広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

11
151

生涯教育課
生涯学習推進係

参加①
44

二十歳のつどい開催事業
二十歳の門出を祝福し、地域社会の新たな担い手と
しての意識啓発を図るため、記念式典等を開催。

R8.1.11
R7.1.12

まなみーる・市民会
館

広報、HP掲載、案
内状送付

469
483

生涯教育課
生涯学習推進係

参加①
45

運動・スポーツ習慣化事業
（スポチャレ！）

30代～50代の子育て世代を軸に、産学官医の連携
による健康チェックや栄養指導をはじめ、親子の体
験型プログラムを複合的に行い、運動・スポーツの
習慣化促進を図ることを目的として開催。
※スポーツ庁補助事業

R7.9.6
R7.9.24～
R7.9.28
R7.10.11
R7.11.1
R7.12.6

 R6.9.25～
R6.9.29
R6.10.12
R6.12.22

いわみざわ健康ひ
ろば
北海道教育大学岩
見沢校
岩見沢市総合体育
館

プレスリリース、チ
ラシ配布など

延1,492
 延2,060

参加者数は全5 3
回の延べ人数

生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

参加①
46

図書館フェスティバル

読書普及活動の一環として、普段と違う図書館を楽
しむイベントや図書館の仕事を体験するイベントを実
施し、市民の図書館についての理解を深め、読書意
欲を喚起する。また、事業の計画、運営にボランティ
アの協力を得て、市民と図書館が連携した図書館事
業の実施を目指すことを目的として開催。（平成１８
年度から継続事業）

不開催
R6.8.31

市立図書館
広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

674

市立図書館の改修
工事による休館期
間のためR7年度は
不開催

図書館
図書係
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加①
47

ベビカフェ

図書館司書・保育士・保健師がそれぞれの専門性を
生かし、絵本と出会って間もない赤ちゃんが、絵本を
とおして親子の触れ合いを深め、将来にわたって多く
の本に親しみながら成長していけるように、家庭での
読書と親子の健康、子育て相談を一体化させた子育
て支援を行う。

R7.7.11
R8.1.23
R8.3.13
R6.7.12
R6.11.8
R7.3.14

市立図書館
広報、HP掲載、チ
ラシ配布など

75
67

保健センター、こど
も家庭センターと協
力

図書館
図書係

 ウォーキングのつどい
 多くの人と一緒に自然にふれながら、ウォーキングを
 行って心地よい汗を流し、市民の健康に資することを
 目的として開催。（平成１４年度からの継続事業）

R6.6.29
 いわみざわ公園内
 バラ園

 広報、ＨＰ掲載、
 チラシ回覧、
 ポスター掲示

-
 事業主催は「健康
 と福祉を高める市
 民会議」

 福祉課
 総務係

 健康と福祉を高めるセミナー・国
 保健康教室

 市民の健康と福祉に関する知識を深めたり、意欲を
 高めるため講演会を開催。令和6年度は落語家の笑
 福亭学光さんによる講演「笑って笑ってお元気に！」
 を実施した。
 （講演会は毎年テーマを変え、平成6年度からの継続
 事業）

R6.11.8
 岩見沢市文化セン
 ター

 広報、HP掲載、
 チラシ回覧、
 ポスター掲示

-

 事業主催は市と
 「健康と福祉を高め
 る市民会議」の共
 催

 福祉課
 総務係

 救急救命講習

 基本的な応急手当方法やAED使用法等を短い時間
 で学ぶ。繰り返し実施することで、市民全体でいざと
 いう時の対応力を高めるため、消防署救急救命士を
 講師とする講習会を開催。（平成29年度からの継続
 事業）

 中止  健康ひろば
 広報、
 チラシ回覧

-
 事業主催は「健康
 と福祉を高める市
 民会議」

 福祉課
 総務係

 北村寿大学
 新 た な 仲 間 づ く り と 生 き が い の 創 造 を 通 じ て 積 極 的
 な社会参加意識の高揚を図るため開催。

R6.7.24
R6.8.7
R6.8.28
R6.9.11
R6.10.2

 北村環境改善セン
 ター

 広報、HP掲載、チ
 ラシ配布など

15
 当初開催予定
 .5月～10月

 生涯教育課
 生涯学習推進係

 ０歳児教育学級

 こ ど も の 発 達 の 節 目 を と ら え 、 家 庭 教 育 に 関 す る 基
 礎 理 解 や 心 身 の 発 達 の 特 徴 や 健 や か な 成 長 の た め
 の 家 庭 教 育 の あ り 方 に つ い て 学 習 し 、 家 庭 教 育 の 充
 実に努めることを目的として開催。

 Ｒ6.6.12
 Ｒ6.6.19

 岩見沢市生涯学習
 センターいわなび

 広報、HP掲載、チ
 ラシ配布など

32
 生涯教育課
 生涯学習推進係

 ２・３歳児教育学級

 こ ど も の 発 達 の 節 目 を と ら え 、 家 庭 教 育 に 関 す る 基
 礎 理 解 や 心 身 の 発 達 の 特 徴 や 健 や か な 成 長 の た め
 の 家 庭 教 育 の あ り 方 に つ い て 学 習 し 、 家 庭 教 育 の 充
 実に努めることを目的として開催。

R6.7.17
R6.7.31

 岩見沢市生涯学習
 センターいわなび

 広報、HP掲載、チ
 ラシ配布など

36
 生涯教育課
 生涯学習推進係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【参加】に関する事項

②市民説明会の実施状況

番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加②
1

地域除排雪懇談会の開催
各地域代表者と除雪業務受託業者及び市除排雪担
当部局の三者で懇談会を開催し,除排雪の説明及び
意見交換を行うため,懇談会を開催。

R7.11.10～
R7.11.25
 R6.11.7～
R6.11.20

北ふれあいセン
ター　他
全20会場

文書案内
222
194

土木課
道路維持係

参加②
2

岩見沢市議会意見交換会
市民と議会との意見交換を行い,今後の市政に反映
していくことを目的として開催している。

R7.10.28
R6.5.11
R6.5.12
R6.5.18
R6.11.22

岩見沢市役所
 南部連合会館　他
 8会場

議会ホームページ
ポスター掲示
 議会だより
 行政回覧

31
110

議会事務局
総務議事係

参加②
3

岩見沢市議会主権者教育
こどもたちへ,地方議会への理解や関心を深めること
を目的として,市内全中学校を対象に,議場見学や出
前授業等の主権者教育を実施している。

R7.9.22,9.30
R7.10.29,10.30,

10.31
R7.11.25

R7.12.3,12.4
R6.8.30

R6.9.4,9.12,9.13
R6.10.29

R6.11.20,11.21
R6.12.23
R7.2.6

岩見沢市役所
くりさわ学舎
 市内全中学校9校

授業の一環として
実施

419
572

議会事務局
総務議事係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民,議会及び市長等は,次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は,自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は,市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は,市民のまちづくりへの参加を推進するため,活動の場の提供,環境づくり,情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は,政策の立案,実施,評価等の各段階において,市民の参加を推進し,市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は,広く市民の意見を聴くため,その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は,市民からの意見,提案等があったときは,誠実かつ迅速に対応するものとします。
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施月日 実施場所 周知方法 参加者数 備考 R7担当課係

参加②
4

小規模特別認可校の学校説明
会

小規模特別認可校制度の説明と,メープル小学校に
よる説明のため,学校説明会を開催。

R7.11.22
R6.11.16 メープル小学校 広報,HP掲載

6世帯
15

学校教育課
学校教育係

岩見沢市都市計画変更に関す
る住民説明会の開催

都市計画道路,用途地域及び下水道区域等の都市
計画決定（変更）について,住民説明会を開催。

未開催
都市計画変更がな
かったため

都市計画課
都市計画係

 岩見沢市都市計画マスタープラ
 ン等策定に関する住民説明会の
 開催

 岩見沢市立地適正化計画の新規策定について,住民
 説明会を開催。

R7.2.28
R7.3.2

 岩見沢市役所  HP掲載 12
 都市計画課
 都市計画係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【参加】に関する事項

③パブリックコメントの実施状況

番号 件名 趣旨　・　内容 意見の募集期間 周知方法 意見数 備考 R7担当課係

参加③
1

令和76年度行政評価（内部評価）に対
する意見募集

行政評価に対する市民意見を募集
R7.11.7～R7.11.20
 R6.10.29～R6.11.11 HP掲載 0

企画室
企画調整係

参加③
2

岩見沢市過疎地域持続的発展市町村
計画（素案）に対する意見募集

計画案に対する市民意見を募集 R8.1.9～R8.1.29 HP掲載 16
企画室
企画調整係

参加③
3

岩見沢市地域公共交通計画（素案）に
対する意見募集

計画素案に対する市民意見を募集 R8.2.13～R8.2.26 HP掲載 6
企画室
企画調整係

参加③
4

岩見沢市都市計画マスタープラン等
（素案）に対する意見募集

岩見沢市都市計画マスタープラン素案及び岩見沢
市緑の基本計画に対する市民意見を募集
 岩見沢市立地適正化計画素案に対する市民意見を
 募集

R8.2.12～R8.3.13
 R7.2.14～R7.3.7 HP掲載 6

都市計画課
都市計画係

 南空知定住自立圏共生ビジョン（案）に
 関する意見募集

 ビジョン案に対する市民意見を募集  R7.2.18～R7.3.11  HP掲載 5
 企画室
 企画調整係

 岩見沢市こども計画の素案に対する意
 見募集

 計画素案に対する市民意見を募集  R7.1.15～R7.2.4  HP掲載 103

 こども専用の意見入力
 フォームも作成。
 大人の意見：50件
 こどもの意見：53件

 こども未来課
 こども家庭センター
 こども・子育て応援
 係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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番号 件名 趣旨　・　内容 意見の募集期間 周知方法 意見数 備考 R7担当課係

 社会教育推進計画（案）に対する意見
 募集

 計画案に対する市民意見を募集  R7.2.14～R7.2.25
 HP掲載、市役所各
 SC配架

4
 生涯教育課
 生涯学習推進係

 岩見沢市新病院の施設概要【規模見
 直し後】(案)に対する意見募集

 規模見直し後の新病院施設概要案に対する市民意
 見を募集

 R7.1.31～R7.2.21  広報、HP掲載 50  新病院整備室
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【参加】に関する事項

④ワークショップの実施状況

番号 件名 趣旨　・　内容 実施期間 回数 参加者数 見学者数 備考 R7担当課係

参加④
1

防災有資格者連絡会議

防災士や地域防災マスターなどの防災関係有資格者と地
域との連携・協力体制を構築し、地域防災力の向上と防
災・減災対策の推進を図ることを目的に、行政との情報共
有と有資格者間のネットワークを広げるための防災研修会
や情報交換を行う。

ブロック会議：令和8年2
月、3月
研修会：令和8年2月
 ブロック会議：令和6年8
 月、9月
 研修会：令和6年10月
 女性会議：令和6年7月

6
7

98
124

防災対策室
防災対策係

参加④
2

いわみざわＬＧＢＴQセミ
ナー

性の多様性について学び、ＬＧＢＴをはじめとする性的少数
者に対する理解の促進、誰もが暮らしやすい社会を作って
いくことためにどのようなことが必要か考えるために、講師
の講演後にワークショップを行い、全員で意見交換を行う。

R7.11.18
R6.11.17

1
18
19

市民連携室
市民連携係

 いわみざわハラスメント防
 止セミナー

 ハラスメントに関する基礎的な知識・具体的な行動や対応
 等を学び、どのような職場環境作りやコミュニケーションが
 大切かなど自分にできることは何かを考えるために、講師
 の講演後にワークショップを行い、全員で意見交換を行う。

R6.11.26 1 22
 市民連携室
 市民連携係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【参加】に関する事項

⑤市民アンケートの実施状況（市民活動団体へのアンケートも含みます）

番号 件名 趣旨　・　内容 実施期間 対象者 実施方法 周知方法 配布数 回収数 回収率 備考 R7担当課係

参加⑤
1

市民向け公共交通アン
ケート

R8.4からの新たな「岩見沢市地域公共交
通計画」の策定に伴う市民の移動実態や
公共交通に対する意見・要望を把握する
ためのニーズ調査として実施

R7.7.14～R7.7.28
満15歳（高校生）
から満84歳まで
の市民

郵送通
知、郵送
回収、HP
フォーム
回答

― 3,000 948 31.6%

岩見沢市地
域公共交通
活性化協議
会(事務局：
岩見沢市）が
実施

企画室
企画調整係

参加⑤
2

岩見沢市公衆無線LAN
（IWAMIZAWA CITY FREE
Wi-Fi）及びデジタルサイ
ネージ利用者アンケート
調査

岩見沢市公衆無線LAN（IWAMIZAWA
CITY FREE Wi-Fi）とデジタルサイネージ
に係る利用満足度や意見・要望を把握す
るためWebフォームによるアンケートを実
施。

Ｒ6.3.1～実施中

岩見沢市公衆無
線LAN利用者、
デジタルサイ
ネージ利用者

Webフォー
ム

ＨＰ掲載、設置
施設にQRコー
ドを掲示

240
233

回収数（回答
数）は令和7
年度のもの

情報政策課
情報化推進係

参加⑤
3

高度無線環境整備推進事
業の事後評価に伴うWi-Fi
設置に関するアンケート
調査

高度無線環境整備推進事業を活用し実
施したFTTHエリア拡大について、規定に
よる事後評価を実施するにあたり、評価
指標である「Wi-Fi設置世帯数」の捕捉の
ためのアンケート調査。

実施なし（R8年度
実施予定）

 Ｒ7.2.19～R7.3.31

 上志文町、朝日
 町、清水町、奈
 良町、毛陽町、
 栗沢
 地区

 Webフォー
 ム

 町会・自治会回
 覧、ＨＰ掲載

1,935 128 6.6%
情報政策課
情報化推進係

参加⑤
4

市民との意見交換会に係
るアンケート

議員定数、議員報酬及び議員のなり手不
足を主なテーマとして、意見交換会参加者
へのアンケート、意見交換会の様子を
YouTubeで公開しWebアンケート実施。

アンケート用紙の
配布

R7.10.28
Webフォーム

R7.11.5～R7.11.30

岩見沢市民
Webフォー
ム、紙

ＨＰ・YouTube
掲載、意見交
換会時に用紙
配布

113
議会事務局
総務議事係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施期間 対象者 実施方法 周知方法 配布数 回収数 回収率 備考 R7担当課係

 「第6期岩見沢市総合計
 画」の基本施策等に関す
 る市民意識調査

 市の施策に関する満足度等の現状を把
 握し、今後の市政の参考とする。

 R6.9.1～R6.9.16
 18歳以上の市民
 4,000人（無作為
 抽出）

 郵送によ
 る配布、
 郵送もしく
 はインター
 ネットによ
 る回答

 ＨＰ掲載 4,000 1,318 33.0%
 企画室
 企画調整係

 こども・子育てに関する
 ニーズ調査

 岩見沢市こども計画の策定に向け、内包
 する子ども・子育て支援事業計画におけ
 るニーズ調査を実施

 R6.7.6～R6.7.29
 就学前児童の保
 護者1,498人（無
 作為抽出）

 Webフォー
 ム、郵送
 配付、郵
 送回収

 ― 1,498 578 38.6%

 こども未来課
 こども家庭セン
 ター
 こども・子育て応
 援係

 こども・子育てに関する
 ニーズ調査

 岩見沢市こども計画の策定に向け、内包
 する子ども・子育て支援事業計画におけ
 るニーズ調査を実施

 R6.7.6～R6.7.29
 小学生の保護者
 1,500人（無作為
 抽出）

 Webフォー
 ム、郵送
 配付、郵
 送回収

 ― 1,500 504 33.6%

 こども未来課
 こども家庭セン
 ター
 こども・子育て応
 援係

 こどもの生活実態調査
 岩見沢市こども計画の策定に向け、内包
 する子どもの貧困対策推進計画における
 生活実態調査を実施

 R6.7.22～R6.8.5
 小2の保護者、
 小5・中2・高2の
 こどもと保護者

 Webフォー
 ム

 小学校、中学
 校、高等学校
 へ協力依頼

3,926 1,120 28.5%

 こども未来課
 こども家庭セン
 ター
 こども・子育て応
 援係

 こども・子育てに関する一
 般市民調査

 岩見沢市こども計画の策定に向け、広く
 市民に対して調査を実施

 R6.8.1～R6.8.26  岩見沢市民
 Webフォー
 ム

 広報、ＨＰ掲
 載、
 プレスリリース

423

 こども未来課
 こども家庭セン
 ター
 こども・子育て応
 援係

 岩見沢市企業支援調査
 市内の企業労働者の就業実態を把握し、
 市施策に反映することを目的に実施。

 R6.5.29～R6.6.28
 市内の500事業
 所（層化有意抽
 出法）

 郵送通
 知、郵送
 回収、HP
 フォーム
 回答、
 FAX回答

 郵送、HP掲載 500 315 63%
 商工振興課
 商工労政係

 児童見守りシステム利用
 者アンケート

 児童見守りシステムのさらなるサービス品
 質向上を目的として実施。

 R7.3.11～R7.3.25

 下記学年の児童
 見守りシステム
 登録者
 岩見沢市内小・
 中学生の保護者

 ＷＥＢ
 フォーム

 児童見守りシス
 テムからのメー
 ル送信

4,787 1,056 22.00%  指導室
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番号 件名 趣旨　・　内容 実施期間 対象者 実施方法 周知方法 配布数 回収数 回収率 備考 R7担当課係

 社会教育中期計画の策定
 に向けたアンケート

 社会教育中期計画の策定に向け、イン
 ターネット及び社会教育施設利用者への
 アンケート調査を実施。

 インターネット
 R6.8.9～R6.8.23

 施設利用者
 R6.8.16～R6.8.30

 市民、施設利用
 者

 Webフォー
 ム、紙

 HP掲載、施設
 先への依頼

 団体315
 個人2,900

 団体
125
 個人
795

 生涯教育課
 生涯学習推進係

 市議会だより愛称選挙
 市議会だよりに、より親しみをもっていもら
 うため、市議会だよりの愛称を決定する市
 民投票を実施。

 R6.12.1～R7.1.31  岩見沢市民

 ウェブアン
 ケート、電
 話、FAXで
 回答

 ＨＰ掲載
 ポスター掲示
 議会だより

1,777
 議会事務局
 総務議事係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【参加】に関する事項

⑥審議会委員等の公募状況

番号 審議会等の名称 審議会等の概要 任期
委員
総数

公募
人数

応募資格 応募期間
応募
人数

周知方法 備考 R7担当課係

 参加⑥
1

 岩見沢市まちづくり
 基本条例推進委員
 会

 岩見沢市まちづくり基本条例の適切な
 運用及び普及を図るとともに、この条例
 の基本的事項（情報共有、参加、協働）
 について意見などを述べる。

 3年  10名
 若干
 名

 次のいずれかの条件にあてはまる者
 ・市内に住所を有している者
 ・市内に在勤又は在学している者

 R6.7.29～
R9.7.28

3
 広報、ＨＰに
 掲載

 市民連携室
 市民連携係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（２）　参加の原則　市民は、自主的かつ積極的にまちづくりに参加します。
　（市民参加）
第２１条　議会及び市長等は、市民参加の機会を保障しなければなりません。
　（市民参加の推進）
第２２条　市長等は、市民のまちづくりへの参加を推進するため、活動の場の提供、環境づくり、情報の提供等その仕組みの整備に努めなければなりません。
２　市長等は、政策の立案、実施、評価等の各段階において、市民の参加を推進し、市民の意見が適切に反映されるよう努めなければなりません。
３　市長等は、広く市民の意見を聴くため、その機会の効果的な周知に努めなければなりません。
　（市民の意見等）
第２３条　市長等は、市民からの意見、提案等があったときは、誠実かつ迅速に対応するものとします。
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【協働】に関する事項

①－１町会・自治会等への金銭的支援の状況

番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

R7担当課係

協働①-1
1

広報配付事業
「広報いわみざわ」を毎月下旬に地域住民に配付する
協力に対して手数料を交付。
（年12回配付）

町会 11円/配布部数
4,191
4,153

308
303

秘書課
広報室
広報係

協働①-1
2

防災活動支援補助金

①町会・自治会、地区町会連絡協議会による自主防災
組織の増加と、自主防災組織（町会・自治会、地区町
会連絡協議会）による防災活動の活性化のために必要
な経費の一部を補助
②町会・自治会等の地域の防災活動に参加することを
目的に、防災士や地域防災マスターなどの防災関係資
格を取得する個人に対して取得に必要な経費の一部を
補助

町会・自治会、地区
協、自主防災組織

①自主防災組織活動事業
　基準額：100,000円
　加算額：500世帯を超える場合、500世
帯を超えた100世帯ごとに10,000円を加
算
　※非常食や飲料水などの食料品は、
補助率を50％とし、上限額を25,000円と
する。

②防災資格取得費用助成事業
   （取得者個人への補助）
　　防災資格取得に必要な受講料・受験料・

    登録料・交通費・振込手数料

1,089
1,728

9
18

防災対策室
防災対策係

協働①-1
3

敬老事業
高齢者を敬愛し長寿を祝うとともに、高齢者の社会参
加の促進や閉じこもりの防止を図るため、敬老会を実
施した町会等に対して報償金を交付。

町会 出席者：2,500円/人数
6,619
6,448

105
101

高齢介護課
高齢者支援係

協働①-1
4

町会等除雪ボランティア
支援事業

自力で除雪が困難な世帯に対し、町会長、民生委員、
その他関係機関と連携を図り、最小限の日常生活の安
全確保を目指すため、町会ボランティアによる除雪を実
施した町会等に対して活動費の一部を助成。

町会

①設計基準降雪量6ｍ、7ｍ地域
要支援割：3,300円/1世帯
世帯割：100円/1世帯
②設計基準降雪量8ｍ地域
要支援割：6,000円/1世帯
世帯割：180円/1世帯

5,770
5,954

160
159

高齢介護課
高齢者支援係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（３）　協働の原則　市民、議会及び市長等は、相互理解及び信頼関係に基づき、それぞれの役割と責務を認識し、協働してまちづくりを進めます。
　（協働の推進）
第２４条　市民、議会及び市長等は、共通の地域課題を解決するため、対等な立場で協働してまちづくりを進めるものとします。
２　市民は、互いの市民活動を尊重し、ともにまちづくりを進めるものとします。
３　議会及び市長等は、まちづくりを目的とする市民の活動を尊重するとともに、必要な支援を行うことができます。
　（コミュニティ活動の推進）
第２５条　コミュニティとは、人と人との多様なつながりを基礎として、共通の目的を持ち、まちづくりに関して主体的に活動する団体をいいます。
２　市民は、コミュニティが果たす役割を認識するとともに、その活動に積極的に参加し、これを守り育てるよう努めるものとします。
３　議会及び市長等は、コミュニティの自主性及び自立性を尊重し、その活動と連携を図るとともに、公益的な活動に対して必要な支援を行うことができます。
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

R7担当課係

協働①-1
5

行政事務連絡事業
行政の事務連絡・周知・啓発等の回覧配付物を町会会
員等に遅滞なく円滑に回覧配付する協力に対して報償
金として交付。

町会 年間450円/1世帯
11,837
11,935

219
214

市民連携室
市民連携係

協働①-1
6

町会会館建築補助事業
町会で建築する町会会館の新築、改築、増築又は改
修、解体に係る経費の一部に対して補助金を交付。

町会
経費の3/5（上限20,000,000円）
※解体のみは経費の1/5（上限300,000
円）

6,820
9,474

10
9

市民連携室
市民連携係

協働①-1
7

町会会館敷地賃借補助事
業

町会で保有する町会会館敷地の賃借に係る補助金を
交付。

町会
賃借料相当額（近隣地の賃借状況を考
慮）

2,581 12
市民連携室
市民連携係

協働①-1
8

花いっぱい推進事業
花いっぱい運動に取り組む町会等が市販の花苗を購
入する経費、又は町会等が花苗を育苗する経費の一
部を助成。

町会
花苗1株15円、育苗実費（花苗購入と育
苗を比較して少ない方を補助額とす
る。）

5 1
市民連携室
市民連携係

協働①-1
9

町会活動促進事業
町会等の連合組織が行う地域自治活動の円滑化を図
るため、各種事業の推進、調査及び研究を行う事業に
対して補助金を交付。

町連 基本額100,000円＋（世帯数×30円）
885
892

1
市民連携室
市民連携係

協働①-1
10

町会活動傷害保険事業
町会等の連合組織が行う地域自治活動の円滑化を図
るため、町会・自治会活動中の不測の事故発生に備え
る傷害保険料の加入掛金に対して補助金を交付。

町連 掛金200円×対象者数×2/3
157
158

1
市民連携室
市民連携係

協働①-1
11

町会等管理街路灯維持支
援事業

町会等の経費の負担軽減及び省エネルギー化を促進
を図るため、町会等が管理している街路灯の維持管理
と設置工事に対して報償金を交付。

町会・商店街区

維持報償（電気料金の1/2、 水銀灯とﾅ
 ﾄﾘｳﾑ灯の放電灯・省エネ型灯の球取
替料の1/2）

設置報償（省エネ型灯～LED灯又は無
電極点灯方式は設置費用の5/10）

14,161
14,341

487
493

市民連携室
市民相談・交通防犯係

協働①-1
12

地域コミュニティ活性化事
業交付金

市民が主役の市政と自主自立の新しい地方自治の確
立と市民とともに築くまちづくりを実現するため、地域活
動への支援として交付金を交付。

地区協
加入世帯数による交付限度額に事業
加算額を加えた額（最大1,000,000円）

9,776
9,788

24
市民連携室
市民連携係

協働①-1
13

墓地管理事業
旧幌向墓地跡の草刈及び清掃活動への協力に対して
報償金を交付。

町会
（幌向町会）

公園管理事業の積算方法に準拠
71
56

1
環境保全課
環境保全係

協働①-1
14

岩見沢市衛生協議会事業

市民の自主的衛生活動を活発にし、健康にしてよりよ
い環境をつくることを目的とし、環境衛生及び保健衛生
に関することについて、広報「ちょうれん」等での周知・
啓発や回覧配布物を各町会へ配布するなどの活動に
対して補助金を交付。

衛生協議会
（町連衛生部会）

岩見沢市衛生協議会補助金交付要綱
の規定による

175
185

1
環境保全課
環境保全係
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

R7担当課係

協働①-1
15

ごみステーション用保管
設備整備費助成金

ごみステーション用保管設備の設置・整備を促進する
ため、経費の一部に対して助成金を交付。

町会
1基につき 1/2
箱型　上限60,000円
ネット　上限3,000円

1,713
1,983

23
25

廃棄物対策課
廃棄物対策係

協働①-1
16

リサイクルステーション用
保管設備整備費助成金

リサイクルステーションの設置・整備を促進するため、
経費の一部に対して助成金を交付。

町会

1基につき費用の8/10
上限　100,000円

びん・缶回収容器1個につき上限4,000円
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ回収容器1個につき上限15,000円

1,816
1,787

30
33

廃棄物対策課
廃棄物対策係

協働①-1
17

集団資源回収奨励金
ごみの減量化、資源の再生有効活用及び省資源化、
集団資源回収の意欲の高揚と地域コミュニティ活動の
促進のため、奨励金を交付。

町会 2円/紙類等対象品目1kg
2,997
3,287

184
186

廃棄物対策課
廃棄物対策係

協働①-1
18

並木維持管理事業
道道栗沢南幌線の並木維持管理活動への協力に対し
て報償金を交付。

管理組合
（小西、岐阜町会）

草刈業務の直接工事費相当 80 1
建設管理課
庶務係

協働①-1
19

緑化推進事業
旧万字線さくら広場における草刈及び清掃活動への協
力に対して報償金を交付。

市民の会
（万字町会）

3.2円/㎡×15,200㎡×3回
146 1

公園緑地環境課
公園緑地事業係

協働①-1
20

公園管理事業
よりよい公園の維持管理のため、公園内の草刈りや清
掃、便所の清掃、保全に伴う連絡等管理への協力に対
して報償金を交付。

町会

均等割額 20,000円/１公園
面積割額 14円/㎡
便所清掃（1人用）19,200円/式
便所清掃（2人用）38,400円/式

9,391
9,454

98
99

公園緑地環境課
公園緑地事業係

協働①-1
21

市議会だより配付事業
「市議会だより」の地域住民に配付する協力に対して手
数料を交付。
（4、7、10、1月下旬に年4回配付）

町会 7円/配布部数
846
881

259
303

議会事務局
総務議事係

協働①-1
22

地域子ども会活動事業
地域子ども会の健全な育成と地域に即した活動の推進
を図るために必要となる経費の一部を補助。

町会
（子ども会育成会）

均等割　8,000円/1団体
子ども会会員　300円/人
（高校生、育成者は、上限各５人）

1,258
1,160

59
生涯教育課
生涯学習推進係

協働①-1
23

臨時的配布事業

行政の事務連絡・周知・啓発等の配付物について、臨
時的に配布が必要となった場合に、広報配布事業に準
じ、地域住民への配付協力に対して手数料を交付す
る。

町会 11円/配布部数 0 0 各主管課
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【協働】に関する事項

①－２市民活動団体への金銭的支援の状況　（町会・自治会等以外）

番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

R7担当課係

協働①-2
1

東部丘陵地域活性化推進
交付金

東部丘陵地域の活性化を図るため、地域振興や移住促進
等の活動を支援する。

みる・とーぶプロジェクト実行委
員会

東部丘陵地域活性化推進
交付金交付要綱の規定に
よる

1,000 1
企画室
企画調整係

協働①-2
2

社会を明るくする運動運
営事業補助金

「少年の非行防止と更生の援助のため、地域住民の理解と
参加を求める」を重点目標として、7月を強化月間とする全
国運動で、チラシ配布、街頭放送等の啓発活動及び保護
司会、更生保護女性会を中心とした市民活動に助成する。

社会を明るくする運動推進委員
会

岩見沢補助金等交付規則
の規定による

175
182

1
福祉課
総務係

協働①-2
3

岩見沢更生保護女性会運
営事業補助金

女性としての立場から罪を犯した人々に愛の手をさしの
べ、更生を助けると共に地域社会浄化に奉仕することを目
的とし、保護司と綿密な連絡共同のもとに目的達成のため
の活動をしている。
・保護観察活動に対する協力・援助
・更生保護思想の普及宣伝と地域社会浄化のための活動

岩見沢更生保護女性会
岩見沢補助金等交付規則
の規定による

65 1
福祉課
総務係

協働①-2
4

岩見沢市 連合遺族会運営
事業補助金

戦没者遺族の福祉向上と親睦を図る。
・遺族処遇問題の適正化の促進運動
・遺族相互の援護及び更生の促進
・戦没者の慰霊
・平和運動の促進

岩見沢市 連合遺族会
岩見沢補助金等交付規則
の規定による

171
219

1
福祉課
総務係

協働①-2
5

岩見沢さつきの会運営事
業補助金

さつきの会が実施している市広報をはじめとした各種刊行
物等の音訳（ＣＤ等の作成）及び視覚障がい者への各種刊
行物等の朗読等の活動に対し、補助を実施することによ
り、視覚障がい者の情報バリアフリー化の支援を図り、社
会参加を促進する。

さつきの会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

100 1
福祉課障がい者
福祉係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（３）　協働の原則　市民、議会及び市長等は、相互理解及び信頼関係に基づき、それぞれの役割と責務を認識し、協働してまちづくりを進めます。
　（協働の推進）
第２４条　市民、議会及び市長等は、共通の地域課題を解決するため、対等な立場で協働してまちづくりを進めるものとします。
２　市民は、互いの市民活動を尊重し、ともにまちづくりを進めるものとします。
３　議会及び市長等は、まちづくりを目的とする市民の活動を尊重するとともに、必要な支援を行うことができます。
　（コミュニティ活動の推進）
第２５条　コミュニティとは、人と人との多様なつながりを基礎として、共通の目的を持ち、まちづくりに関して主体的に活動する団体をいいます。
２　市民は、コミュニティが果たす役割を認識するとともに、その活動に積極的に参加し、これを守り育てるよう努めるものとします。
３　議会及び市長等は、コミュニティの自主性及び自立性を尊重し、その活動と連携を図るとともに、公益的な活動に対して必要な支援を行うことができます。
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

R7担当課係

協働①-2
6

岩見沢ろうあ協会運営事
業補助金

ろうあ者相互の親睦を図り、団結を強めるとともに社会福祉
の増進に努め、ろうあ者の生活向上に努める。
・手話講習（昼の部、夜の部）の開催
・北海道ろうあ連盟認定通訳試験事前学習の開催等
・ろうあ者教養講座開催

岩見沢ろうあ協会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

80 1
福祉課障がい者
福祉係

協働①-2
7

岩見沢市手をつなぐ育成
会運営補助金

岩見沢市における知的障がい者（児）の育成と福祉の向上
を図ることを目的とする。
知的障がい者（児）の援護に積極的に取り組み、自立更生
に貢献する。

岩見沢市手をつなぐ育成会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

150 1
福祉課障がい者
福祉係

協働①-2
8

岩見沢市身体障がい者福
祉協会運営事業補助金

身体障がい者の親睦と、福祉の増進を図り、以って社会福
祉に寄与することを目的とし、福祉団体の事業に協力する
ほか、交流事業や研修事業を行う。

岩見沢市身体障がい者福祉協
会

岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

400 1
福祉課障がい者
福祉係

協働①-2
9

岩見沢市障がい者職親会
運営事業補助金

障がい者（児）のため、岩見沢市手をつなぐ育成会と共に、
雇用主の理解、職場開拓を推進し、社会的自立に寄与する
ことを目的とする。

岩見沢市障がい者職親会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

43
18

1
福祉課障がい者
福祉係

協働①-2
10

岩見沢市点訳赤十字奉仕
団運営事業補助金

岩見沢市点訳赤十字奉仕団が実施している市広報をはじ
めとした各種刊行物等の点訳及び視覚障がい者への配布
等の活動に対し、補助を実施することにより、視覚障がい
者の情報バリアフリー化、コミュニケーション支援を図り、社
会参加を促進する。

岩見沢市点訳赤十字奉仕団
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

100 1
福祉課障がい者
福祉係

協働①-2
11

岩見沢肢体障害者福祉協
会運営事業補助金

肢体障害者の更生援護及び福祉の増進を図り、社会的、
経済的、文化的地位の向上に努め、相互の親睦を図る。

岩見沢肢体障害者福祉協会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

50 1
福祉課障がい者
福祉係

協働①-2
12

岩見沢視力障害者福祉協
会運営事業補助金

視力障害者の更生援護及び福祉の増進を図り、以ってそ
の社会的、経済的、文化的地位の向上に努め、併せて会
員相互の親睦を図る。

岩見沢視力障害者福祉協会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

80 1
福祉課障がい者
福祉係

協働①-2
13

岩見沢手話の会運営事業
補助金

手話を学び聴覚障がい者と交流を深める中で聴覚障がい
者問題を知り、自分の問題として捉え、これらを解決するた
めに共に努力する。
・手話通訳活動
・研修会や交流会の開催

岩見沢手話の会
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

70 1
福祉課障がい者
福祉係

協働①-2
14

手話サークル「エプロン」
運営事業補助金

手話を学び聴覚障がい者と交流のなかで、お互いを高め合
い、ろうあ者問題を解決するために共に努力する。

手話サークル「エプロン」
岩見沢市福祉団体等補助
金交付要綱の規定による

50 1
福祉課障がい者
福祉係
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

R7担当課係

協働①-2
15

高齢者の生きがいと健康
づくり推進事業
（福祉スポーツ大会補助
金）

北村地区福祉活動実行委員会が行う、北村地区福祉ス
ポーツ大会の事業に支援を行うことによって、高齢者・障が
い者並びにひとり親家庭の方々が、生きがいのある人生観
を確立するため、スポーツ活動を通じて相互の親睦を深
め、併せて健康の保持増進に努めるとともに、豊かな地域
社会と明るい家庭づくりを推進する。
R7.6.27開催　参加者155人
 R6.7.5開催　参加者161人

北村地区町会役員など関係のあ
る地区団体をもって構成する。
（北村地区町会等、市老連北村
地区協議会、民生委員児童委員
選出委員）

岩見沢市高齢者等健康づく
り事業補助金交付要綱の
規定による市の予算の範
囲内

100 1
高齢介護課
高齢者支援係

協働①-2
16

高齢者の生きがいと健康
づくり推進事業
(ネンリンピック補助金)

高齢者等がスポーツ等の健康づくり活動を通じて、健康の
保持と相互の親睦を深め、高齢者等の福祉の増進に寄与
する事業に要する経費に支援を行う。
R7.7.4開催　参加者184人
 R6.8.29開催　参加者156人

岩見沢市老人クラブ連合会栗沢
地区協議会の中から選ばれた者
をもって構成された団体（ネンリ
ンピック実行委員会）

岩見沢市高齢者等健康づく
り事業補助金交付要綱の
規定による市の予算の範
囲内

100 1
高齢介護課
高齢者支援係

協働①-2
17

子どもの体験活動事業補
助金

子どもの貧困対策に係る観点から、子どもの体験活動を実
施する団体及びグループに対して補助金を交付することに
より、仲間や地域の人と楽しく幸せな時間を過ごせる機会
を設ける。

子どもの体験活動を提供する市
内の団体・グループ

上限100,000円／1団体
380
492

5
6

こども未来課
こども家庭センター
こども・子育て応援
係
 生涯教育課
 生涯学習推進係

協働①-2
18

岩見沢市交通安全協会補
助金

市民団体等が行う交通安全思想の普及・向上と交通事故
の防止を図り、交通安全に寄与する事業に要する経費に支
援を行うことによって、交通安全活動を推進する。

岩見沢市内に居住する地区安
協の会員により、交通道徳の向
上と交通事故の防止を目的とし
て構成された団体

市の予算の範囲内 390 1
市民連携室
市民相談・交通防犯
係

協働①-2
19

岩見沢市交通安全推進委
員会補助金

交通安全運動の企画、立案、調査研究、交通安全の啓発、
実践組織の育成等、交通道徳の向上と交通事故防止を図
るための事業に要する経費に支援を行うことによって、交
通安全活動を推進する。

交通安全に関係の深い官公庁、諸
団体等の代表者、各町会の交通部
長等により、交通安全運動を推進
し、明るい岩見沢を建設することを
目的として構成された団体

市の予算の範囲内
525
542

1
市民連携室
市民相談・交通防犯
係

協働①-2
20

岩見沢交通安全母の会補
助金

「交通安全は家庭から」をモットーに婦人の連帯を高め、交
通安全の普及と交通事故防止の向上に寄与する事業に要
する経費に支援を行うことによって、交通安全活動を推進
する。

岩見沢市に在住する婦人によ
り、交通安全の普及と交通事故
防止を目的として構成された団
体

市の予算の範囲内 60 1
市民連携室
市民相談・交通防犯
係

協働①-2
21

岩見沢消費者協会運営事
業

消費者基本法の基本理念に則り、消費者の利益擁護と増
進に努め、もって市民の安全で安心な消費生活の実現、向
上等に寄与することを目的に活動する岩見沢消費者協会
対して必要な補助を行う。

消費生活に関する情報収集、調
査研究をはじめ、消費生活展な
どの啓発事業及び消費者セン
ター運営業務の受託等を行う団
体

市の予算の範囲内 700 1
市民連携室
市民相談・交通防犯
係
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

R7担当課係

協働①-2
22

ごみのよりよい始末を進
める市民会議活動報償

各活動に伴う個人負担の軽減を図る。
ごみのよりよい始末を進める市
民会議

市の予算の範囲内 749 1
廃棄物対策課
廃棄物対策係

協働①-2
23

生ごみ減量化推進事業報
償

ダンボールコンポストの作成・販売及び生ごみの減量に関
する周知啓発活動などにより、ごみ処理、埋め立て量の減
量を図る。

ごみのよりよい始末を進める市
民会議

市の予算の範囲内 376 1
廃棄物対策課
廃棄物対策係

協働①-2
24

商業業務集積地区活性化
事業補助金

まちなか活性化計画に基づく、活性化事業を支援する。
商業業務集積地区の活性化を
担う事業者・団体

商業業務集積地区活性化
推進事業実施要領の規定
による

5,852
5,256

1
商工振興課
中心市街地活性化
推進係

協働①-2
25

岩見沢市まちなか交流活
性化事業補助金

中心市街地における交流の場と機会を創出する事業を支
援することで、人流の創出とまちなか活性化を図る。

商店街組合、中小企業者、市民
団体等

岩見沢市まちなか交流活
性化事業補助金交付要綱
の規定による

4,215
3,161

7
5

商工振興課
中心市街地活性化
推進係

協働①-2
26

地域産業交流促進事業負
担金

秋に開催される「いわみざわ情熱フェスティバル」に対して
負担金として支出し、市内企業の展示、販売を行い、地場
産品の販路拡大、産業の振興を図る目的として支出する。

いわみざわ情熱フェスティバル
実行委員会

市の予算の範囲内
3,400
3,500

1
観光物産振興課
観光振興係

協働①-2
27

グルメフォンド実行委員会
負担金

グルメとサイクリングが融合したイベントの開催を支援す
る。

そらちグルメフォンド実行委員会 市の予算の範囲内 4,000 1
観光物産振興課
観光振興係

協働①-2
28

地域交流事業補助金
（毛陽・万美紅葉祭り開催
補助金）

りんごや農産物を主とした地域のPRと、都市との交流によ
る地域の活性化を図ることを目的として開催される毛陽・万
美紅葉祭りを支援する。
リンゴ及び農産物販売、リンゴ早食い大会、ライブ他

毛陽・万美紅葉祭り実行委員会 市の予算の範囲内
350
310

1
観光物産振興課
観光振興係

協働①-2
29

岩見沢市ＰＴＡ連合会補
助事業

岩見沢市内の各学校父母と先生の会の調整を図り、青少
年の健全育成を期することを目的とする。

岩見沢市ＰＴＡ連合会 市の予算の範囲内
230
238 1

学校教育課
総務係

協働①-2
30

岩見沢育英会
優秀な学生、生徒で経済的理由により就学困難な者に対し
て、学資の貸与または、育英上必要な業務を行い、もって
社会に有用な人材を育成することを目的とする。

岩見沢育英会 市の予算の範囲内 1,300 1
学校教育課
総務係

協働①-2
31

岩見沢市高等学校定時制
通信制教育振興会

定時制教育の啓発と、各種行事及び活動に対する後援を
目的とする。

岩見沢市高等学校定時制通信
制教育振興会

市の予算の範囲内 70 1
学校教育課
総務係
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

R7担当課係

協働①-2
32

母親クラブ補助金
こども達の健全育成を願い、児童館等を拠点として地域ぐ
るみでボランティア活動を行う。

母親クラブ 150,000円／1クラブ 2,100 14

学校教育課
学校教育係
 こども未来課
 こども家庭センター
 こども・子育て応援
 係

協働①-2
33

岩見沢市青少年センター
地区活動補助金

青少年の非行防止のための街頭補導活動や少年相談活
動、有害環境浄化活動、地域住民に対する非行防止啓発
活動を行う。

市内8地区
（中央、西、南、北、上幌向、幌
向、栗沢、北村）

1地区あたり8,000円＋
（1,000円／人×補導員数）

123
148

8 指導室

協働①-2
34

青少年健全育成地区活動
補助金

地域の環境浄化活動、巡回指導、その他児童生徒の校外
活動の安全充実を図る。

市内9中学校区 30,000円／1中学校区 270 9 指導室

協働①-2
35

高齢者文化祭開催補助金
市内の老人クラブ等が中心となって開催する文化芸術的事
業を支援する。

高齢者文化祭実行委員会 市の予算の範囲内 235 1
生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
36

岩見沢文化連盟運営補助
金

市内の文化団体の相互協力を図り、文化の発展向上を目
的として設立された岩見沢文化連盟の運営、活動に対し助
成する。

岩見沢文化連盟 市の予算の範囲内 275 1
生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
37

郷土芸能事業費補助金

専門の人々がつくり上げた芸術的な芸能ではなく、地域住
民が生活の中からつくり出し、地域住民の中で演じられてき
た芸能を将来にわたって確実に継承し、発展させ地域文化
の振興を図ることを目的とする。

市内郷土芸能６団体 市の予算の範囲内
75
50

3
2

生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
38

岩見沢市スポーツ振興・
団体運営補助金

行政との協力の基に、スポーツ振興、青少年の健全育成の
ため中心となり活動を続けている団体に対し助成する。

岩見沢市スポーツ協会ほか２団
体

市の予算の範囲内 2,826 3
生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
39

人と歴史と文化のふれあ
い事業補助金

市指定の文化財をはじめとした、岩見沢市の発展や地域に
深い関わりを持つ歴史的遺構・構築物・文化等にふれあう
事業に対し助成する。

郷土史を学ぶ会 市の予算の範囲内 100 1
生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
40

市民の文化祭開催補助金
岩見沢文化連盟、栗沢町文化協会に加盟している団体が
中心となって開催する市民の文化祭事業に対し支援する。

市民の文化祭実行委員会 市の予算の範囲内
2,771
2,907

1
生涯教育課
文化・スポーツ振興
係
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番号 事業名 事業の内容 対象 支給基準
支出総額

（単位：千円）
延支給
団体数

R7担当課係

協働①-2
41

子ども文化祭開催補助金
子ども文化祭実行委員会が開催する子ども文化祭事業を
支援する。

子ども文化祭実行委員会 市の予算の範囲内
335
372

1
生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
42

小学生初級スキー教室開
催事業補助金

市内の小学生に対し、安全なスキーの滑り方や正しいマ
ナーなどを習得するための教室に対し助成する。
（令和元年度については積雪不足により中止）

岩見沢スキー連盟 市の予算の範囲内
91

450
1

生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
43

岩見沢市スポーツ振興・
総合大会開催補助金

地域住民の連帯感醸成を目的に、地域の特色ある事業と
して、長年にわたり実施されてきた住民行事であるスポーツ
大会に対し助成する。

岩見沢市スポーツ協会ほか 市の予算の範囲内
800
750

3
5

生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
44

全道玉入れ選手権大会開
催補助金

スポーツによる交流事業として栗沢で普及・実践中の玉入
れ競技の全道的な普及・発展を図る。

全道玉入れ選手権大会実行委
員会

市の予算の範囲内 500 1
生涯教育課
文化・スポーツ振興
係

協働①-2
45

いわみざわ絵画大賞展
芸術文化のまちづくりの一層の推進を目的として、公募に
よる絵画展を開催。

いわみざわ絵画大賞展実行委
員会

市の予算の範囲内 407 1
生涯教育課
文化・スポーツ振興
係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【協働】に関する事項

②市民活動団体が主催する実行委員会などへの人的支援の状況

番号 実行委員会等の件名 実行委員会の趣旨・内容 主催団体 活動経過 備考 R7担当課係

協働②
1

岩見沢市自衛隊協力会 自衛隊員の激励及び後援等。自衛隊の健全育成。
役員、代議員、会員で構
成されている。

R7.5.27 R6.5.20　令和7 6年度定期総会
R8.1.23 R6.12.13　「自衛隊協力会だより（第62
61号）」発行
R8.2.15 R7.2.24　令和7 6年度自衛隊入隊予
定者激励会

総務課総務係

協働②
2

第75 74回社会を明るくする運動
～犯罪や非行を防止し、立ち直
りを支える地域のチカラ～岩見
沢市推進委員会

46 47の団体によって構成される岩見沢市推進委員
会において、社会を明るくする運動の普及啓発活動
として行う活動方法（日時、場所、協力人数）等につ
いて決定する。

岩見沢市推進委員会
（事務局：岩見沢市）
（推進委員会委員長
　松野　哲市長）

R7.5.16 R6.6.4　推進委員会開催
R7.7.1～7.31  R6.7.1～7.31　「社会を明るくする
運動」啓発活動の実施

福祉課
総務係

協働②
3

北村地区福祉活動実行委員会
高齢者及び障がい者並びにひとり親家庭の方々が
生きがいをもって健康で明るい生活ができるよう福祉
活動を推進する。

北村地区福祉活動実行委
員会

R7.6.27   第42回北村地区福祉スポーツ大会
R7.10.24 敬老会
 R6.7.5   第41回北村地区福祉スポーツ大会
 R6.10.31 敬老会

高齢介護課
高齢者支援係

協働②
4

ネンリンピック実行委員会

高齢者にスポーツレクリエーションを通して仲間との
交流を深めることにより、健康で明るい生活と生きが
いを高めてもらうためネンリンピック実行委員会を設
置する。

ネンリンピック実行委員会
R7.7.4　第47回ネンリンピック
 R6.8.29　第46回ネンリンピック

高齢介護課
高齢者支援係

※参考条文
　（基本原則）
第４条　市民、議会及び市長等は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則とします。
（３）　協働の原則　市民、議会及び市長等は、相互理解及び信頼関係に基づき、それぞれの役割と責務を認識し、協働してまちづくりを進めます。
　（協働の推進）
第２４条　市民、議会及び市長等は、共通の地域課題を解決するため、対等な立場で協働してまちづくりを進めるものとします。
２　市民は、互いの市民活動を尊重し、ともにまちづくりを進めるものとします。
３　議会及び市長等は、まちづくりを目的とする市民の活動を尊重するとともに、必要な支援を行うことができます。
　（コミュニティ活動の推進）
第２５条　コミュニティとは、人と人との多様なつながりを基礎として、共通の目的を持ち、まちづくりに関して主体的に活動する団体をいいます。
２　市民は、コミュニティが果たす役割を認識するとともに、その活動に積極的に参加し、これを守り育てるよう努めるものとします。
３　議会及び市長等は、コミュニティの自主性及び自立性を尊重し、その活動と連携を図るとともに、公益的な活動に対して必要な支援を行うことができます。
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番号 実行委員会等の件名 実行委員会の趣旨・内容 主催団体 活動経過 備考 R7担当課係

協働②
5

いわみざわ健康まつり実行委員
会

市民に健康づくりへの関心を高めてもらうために、そ
れぞれ連絡・協議のもと、いわみざわ健康まつりを行
うことを目的とする。

いわみざわ健康まつり実
行委員会

R7.8.7　　第1回実行委員会
R7.10.29　第2回実行委員会
 R6.7.24　　第1回実行委員会
 R6.10.30　第2回実行委員会

健康づくり推進課
健康経営係・健康
支援係

協働②
6

消費生活展実行委員会

市民を対象に合理的で安全な消費生活のあり方を
啓発し、併せて消費者意識の向上を図る目的の「消
費生活展」の開催にあたり、役割分担、出店ブースの
検討を行う。

岩見沢消費者協会
R7.9.13　開催
R6.9.14

市民連携室
市民相談・交通防
犯係

協働②
7

男女共同参画情報誌編集委員会

女性と男性が共に認め合い理解を深めながら生きて
いく男女共同参画社会の実現に向けた取り組みを、
市民へ啓発し情報の提供を行う情報誌の編集・発行
を円滑に行う。

いわみざわ男女共同参画
プラン推進市民会議（事
務局：岩見沢市）

R7.12.2　　第1回編集委員会
R8.1.27　　第2回編集委員会
 R6.12.2　　第1回編集委員会
 R7.1.27　　第2回編集委員会

市民連携室
市民連携係

協働②
8

男女共同参画市民フォーラムin
いわみざわ実行委員会

男女共同参画社会の実現に向けた市民啓発活動の
ため、市民への啓発と意識向上を図ることを目的とし
た「男女共同参画市民フォーラムinいわみざわ」の企
画・運営を行う。

いわみざわ男女共同参画
プラン推進市民会議（事
務局：岩見沢市）

R7.4.11　　第1回実行委員会
R7.5.26　第2回実行委員会
R7.6.16　第3回実行委員会
 R6.4.9　　第1回実行委員会
 R6.5.24　第2回実行委員会
 R6.6.21　第3回実行委員会

市民連携室
市民連携係

協働②
9

岩見沢市防犯協会
防犯活動の強化推進。犯罪や事故の無い明るいま
ちづくりに資する。

支部長、副支部長、理事、
監事で構成されている。

R7.4.8       街頭啓発活動
R7.8.15　   金融機関防犯啓発活動（12店舗）
R7.9.13　   街頭啓発活動
R7.10.15 　大型店舗防犯啓発活動（1店舗）
R7.12.15   金融機関防犯啓発活動（1店舗）
R7.7～R8.2 防犯かるた大会（13施設）
 R6.4.5       街頭啓発活動
 R6.8.14　   金融機関防犯啓発活動（12店舗）
 R6.7.20     街頭啓発活動
 R6.9.14　   街頭啓発活動
 R6.10.16 　大型店舗防犯啓発活動（1店舗）
 R6.12.13   金融機関防犯啓発活動（1店舗）
 R7.2.9　    街頭啓発活動
 R6.7～R7.2 防犯かるた大会（13施設）

市民連携室
市民相談・交通防
犯係

協働②
10

北村自衛隊協力会 自衛隊員の激励及び後援等。自衛隊の健全育成。
役員、代議員、会員で構
成されている。

R7.4.11 令和7年度北村自衛隊協力会総会
R7.6.1 自衛隊施設見学会（上富良野駐屯地）
 R6.4.11 令和6年度北村自衛隊協力会総会
 R6.12.4 自衛隊施設見学会

北村支所
市民サービスセン
ター
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番号 実行委員会等の件名 実行委員会の趣旨・内容 主催団体 活動経過 備考 R7担当課係

協働②
11

岩見沢市防犯協会北村支部
防犯活動の強化推進。犯罪や事故の無い明るいま
ちづくりに資する。

支部長、副支部長、理事、
監事で構成されている。

R7.3.31　令和7年度岩見沢市防犯協会北村支
部総会
R7.4.9～11 交通安全運動
R7.7.14～16 交通安全運動
R7.8.16 きたむら田舎フェスティバル街頭啓発
運動
R7.9.24～26 交通安全運動
R7.12.26 歳末特別警戒実施
 R6.4.8　令和6年度岩見沢市防犯協会北村支
 部総会
 R6.4.8～10 交通安全運動
 R6.7.17～19 交通安全運動
 R6.9.25～27 交通安全運動

北村支所
市民サービスセン
ター

協働②
12

栗沢町自衛隊協力会 自衛隊員の激励及び後援等。自衛隊の健全育成。
役員、代議員、会員で構
成されている。

R7.7.23　栗沢町自衛隊協力会代議員会
R7.10.6　自衛隊施設見学会（東千歳駐屯地）
 R6.7.24 栗沢町自衛隊協力会代議員会
 R6.10.3 自衛隊施設見学会（東千歳駐屯地）

栗沢支所
市民サービスセン
ター

協働②
13

岩見沢市防犯協会栗沢支部
防犯活動の強化推進。犯罪や事故の無い明るいま
ちづくりに資する。

支部長、副支部長、理事、
監事で構成されている。

R7.6.12　岩見沢市防犯協会栗沢支部定例会
R7.8.15　金融機関防犯啓発活動（郵便局・信
金・JA）
R7.12.15　歳末防犯パトロール（栗沢市街地
区）
 R6.6.12　岩見沢市防犯協会栗沢支部定例会
 R6.8.15　金融機関防犯啓発活動（郵便局・信
 金・JA）
 R6.12.13　歳末防犯パトロール（栗沢市街地
 区）

栗沢支所
市民サービスセン
ター

協働②
14

令和76年度「ごみのよりよい始
末を進める市民会議」
役員会議・代表委員会議

岩見沢市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の中
で、ごみの減量等を推進するため、ごみ処理に関心
を有する市民の参加を得て設置。
代表会議の開催、ごみ減量化などの各種啓発活動、
視察研修、中心市街地拠点（クリーンエコ）運営など
が主な活動。

ごみのよりよい始末を進
める市民会議
（事務局：岩見沢市）

R7.6.27　第5回代表委員会議
R7.8.18　委嘱状交付及び第1回代表委員会議
R7.9.5　 第2回代表委員会議
R7.12.17　役員会議
R8.1.16　役員会議
R8.1.27 第3回代表委員会議
 R6.6.12  　第3回代表委員会議
 R6.9.6  　第4回代表委員会議
 R6.8.21　役員会議

廃棄物対策課
廃棄物対策係

協働②
15

衣類のくるくる市 再使用（リユース）の取り組みをすることで、ごみの減
量化を推進する。

ごみのよりよい始末を進
める市民会議
（事務局：岩見沢市）
ごみと環境を考える市民
の会

R7.11.15　衣類のくるくる市
 R6.4.27　　衣類のくるくる市

廃棄物対策課
廃棄物対策係

協働②
16

リユース自転車の抽選販売会
再使用（リユース）の取り組みをすることで、ごみの減
量化を推進する。

ごみのよりよい始末を進
める市民会議
（事務局：岩見沢市）

R7.7.26　　リユース自転車の抽選販売会
 R6.6.22　　リユース自転車の抽選販売会

廃棄物対策課
廃棄物対策係
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番号 実行委員会等の件名 実行委員会の趣旨・内容 主催団体 活動経過 備考 R7担当課係

協働②
17

地域子ども会育成会連合会補助
金

次代を担う青少年が、厳しい社会情勢の中で心身と
もに健やかに成長することを願い、地域社会を構成
する一員としての役割を自覚し、進んで社会参加でき
るよう、岩見沢市青少年対策に合わせ、健全育成の
立場から子ども会活動を通して積極的に諸活動に参
加する自立性と社会性を高めることを目的とした事
業を実施する。

岩見沢市地域子ども会
育成会連合会

R7.7.31～8.1　　自然体験教室
R7.8.8　　　　  炭鉄港ツアー
R7.9.20　　     地域子ども会ドッジボール大会
（中止）
R7.12.13　　　 地域子ども会かるた大会
R8.1.6     　 子ども書初大会
 R6.7.13　炭鉄港ツアー
 R6.7.27　 わくわく子どもキャンプ
 R6.8.10　 地域子ども会野球大会
 R6.12.21 地域子ども会かるた大会
 R7.1.7～8　 子ども書初大会

生涯教育課
生涯学習推進係

 令和6年度「健康と福祉を高める
 市民会議」
 代表委員会議

 令和6年度事業の計画について提案及び代表委員
 の意見聴取を行い、市民会議の今後の活動につい
 て決定。

 健康と福祉を高める市民
 会議
 （事務局：岩見沢市）

 R6.4.19　第1回代表委員会議
 R6.8.21　第2回代表委員会議

 福祉課
 総務係
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岩見沢市まちづくり基本条例取組状況　調査票　　【令和７年度実施分】

【その他】関連事項

①市政地区懇談会の実施状況　（所管：総務部秘書課）

番号 開催日時 開催地区 参加者数

1 R7.8.8 南部地区町会連絡協議会 南部連合会館 5人

2 R7.8.27 幌向地区町会連絡協議会 36人

3 R7.10.10 東地区町会連絡協議会 栄町会館 22人

4 R7.11.21 春日地区町会連絡協議会 春日連合会館 17人

②出前講座の実施状況　（所管：市民環境部市民連携室）

番号 開催日時 申込市民（団体名） 参加者数 担当課

1 R7.5.16 女性のネットワークいわみざわ 40人 地球温暖化対策の取り組み 環境保全課

2 R7.6.17 岩見沢高等養護学校 99人 地域における防災対策 防災対策室

3 R7.6.18 新日本婦人の会 29人 地域や家庭でできる体力づくり 生涯教育課

4 R7.6.18 新日本婦人の会 29人 今日から安心、インターネット活用講座 指導室

5 R7.6.20 光陵中学校区PTA 53人 地域における防災対策 防災対策室

6 R7.6.22 南町第一町会 10人 地域における防災対策 防災対策室

7 R7.7.3 明成中学校　1年 54人 男女共同参画のまちづくり 市民連携室

8 R7.7.3 明成中学校　2年 49人 男女共同参画のまちづくり 市民連携室

9 R7.7.3 明成中学校　3年 40人 男女共同参画のまちづくり 市民連携室

10 R7.7.7 北村中学校　1年 16人 男女共同参画のまちづくり 市民連携室

11 R7.7.7 北村中学校　2年 13人 男女共同参画のまちづくり 市民連携室

12 R7.7.7 北村中学校　3年 18人 男女共同参画のまちづくり 市民連携室

13 R7.7.8 豊中学校　１年 37人 男女共同参画のまちづくり 市民連携室

14 R7.7.8 豊中学校　２年 33人 男女共同参画のまちづくり 市民連携室

15 R7.7.8 豊中学校　３年 46人 男女共同参画のまちづくり 市民連携室

16 R7.7.11 中央地区町会連絡協議会 31人 地域における防災対策 防災対策室

17 R7.8.28 緑が丘町内会 16人 地域における防災対策 防災対策室

18 R7.9.1 幌向ボランティア　この指とまれ 15人 地域における防災対策 防災対策室

19 R7.9.2 女性のネットワークいわみざわ 45人 ここが知りたい！介護保険 高齢介護課

20 R7.9.6 北地区ふれあいネットワークづくり推進協議会 23人 地域における防災対策 防災対策室

21 R7.9.9 岩見沢市生活サポートセンター　りんく 11人 地域における防災対策 防災対策室

会場

実施テーマ（講座名）

幌向総合コミュニティセンター
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22 R7.9.9 岩見沢市民生委員児童委員協議会 16人 地域における防災対策 防災対策室

23 R7.9.9 第8方面民生委員児童委員協議会 20人 男女共同参画のまちづくり 市民連携室

24 R7.9.18 株式会社ジューブル 20人 今日から安心、インターネット活用講座 指導室

25 R7.9.20 光陵中学校コミュニティスクール 18人 地域における防災対策 防災対策室

26 R7.9.20 上幌向町会 38人 地域における防災対策 防災対策室

27 R7.9.22 岩見沢緑陵高等学校 592人 地域における防災対策 防災対策室

28 R7.9.25 清園中学校 109人 地域における防災対策 防災対策室

29 R7.9.25 南部地区町会連絡協議会 17人 地域における防災対策 防災対策室

30 R7.9.25 生活サポートセンターりんく 12人 地域や家庭でできる体力づくり 生涯教育課

31 R7.9.25 生活サポートセンターりんく 12人 今日から安心、インターネット活用講座 指導室

32 R7.10.1 豊中学校 216人 地域における防災対策 防災対策室

33 R7.10.2 南小学校 57人 地域における防災対策 防災対策室

34 R7.10.6 鳩が丘地区町会連絡協議会　女性部 23人 地域における防災対策 防災対策室

35 R7.10.20 稲穂みのり会 25人 ここが知りたい！介護保険 高齢介護課

36 R7.10.23 北盛地区町会連絡協議会 54人 地域における防災対策 防災対策室

37 R7.10.24 美園小地区子ども育成連絡協議会 48人 地域における防災対策 防災対策室

38 R7.10.26 南町中央町会女性部 19人 地域における防災対策 防災対策室

39 R7.10.27 中幌向長寿会 9人 知っておきたい国民健康保険 保険年金課

40 R7.10.27 中幌向長寿会 9人 ここが知りたい！介護保険 高齢介護課

41 R7.11.7 くりさわ学舎 115人 地域における防災対策 防災対策室

42 R7.11.8 東小学校・東小学校PTA 200人 地域における防災対策 防災対策室

43 R7.11.14 岩見沢小学校 44人 地域における防災対策 防災対策室

44 R7.11.14 栗沢地区町会連絡協議会 30人 過疎対策及び公共施設について 市民連携室

45 R7.11.15 幌向地区町会連絡協議会 27人 地域における防災対策 防災対策室

46 R7.11.18 岩見沢市東地区地域包括支援センター 13人 地域における防災対策 防災対策室

47 R7.11.19 美園小学校 62人 地域における防災対策 防災対策室

48 R7.11.28 第一小学校 71人 地域における防災対策 防災対策室

49 R7.11.29 幌向20町内会 16人 地域における防災対策 防災対策室

50 R7.12.11 鳩が丘町会 5人 協働のまちづくり　町会・団体活動へのＬＩＮＥの活用について 市民連携室

51 R8.1.22 岩見沢商工会議所 40人 地球温暖化対策の取り組み 環境保全課

52 R8.2.5 岩見沢市社会福祉協議会 15人 地域における防災対策 防災対策室
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53 R8.2.13 南小学校 65人 地域における防災対策 防災対策室

54 R8.3.14 岩見沢市社会福祉協議会 21人 地域における防災対策 防災対策室
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